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は じ め に

（1＞ 問 題 の 所 在

　嵯峨 ・嵐山は 京都の 西郊に 位置す る景勝地 で あ る 。

一
般 的に は 東山 と な

らん で 京都 を代表す る観光地 と し て 知 られ て い る が 、 優 れた 景観 と歴史 的

遺産 、 そ して 田 園がつ くりだ す 良好 な居住環境 の もと で 形成 された 郊外住

宅地 と い う側面を あわせ もっ て い る 。 観光地に しろ 、 郊外住宅地に しろ 、

そ れ は 近代以 降の もの で あ り、 前近代 とは ま っ た く異な る景観 がわ れ わ れ

の 目の 前に あ る 。 こ の 激変 して きた 嵯峨 ・嵐 山の 景観 を読 み 解 くキ ー
ワ

ー

ドと して
、 また 近世 と 近代 を つ な ぐキ ー

ワ
ー

ドと して 取 り上 げた の が 、

「門

前地 」 で あ る
。 寺社地に つ い て は 境内 ・寺内 ・門前な ど様 々 な用語が あ り、

また 寺社 を核に して 形成された 都市の 形態 と して 寺内町 ・門前 町な ど の 用

語が 用 い られて い る 。 しか し 、 こ こ で い う門前地 とは 歴史学 的 ・歴史地理

学 的概 念 と い うよ り、寺社 と そ の 周辺地域 の 現 況を踏 ま えて
、 狭義 に は 山

門や 築地 に よ っ て 囲い 込まれた 宗教的空 間（＝境 内）の 外に 広が る 旧境内地

を 、 広 義に は 旧境内地 を含め 寺社 の 存在を通 して 結合 して い る ま と ま りあ

る 地域 を指 して い る 。

　本稿 で と くに 注 目する の は 明治年 間に 上 地 され た 旧寺 院境 内地 で あ る 。

京都 旧市街地 の 寺院境 内地に つ い て い え ば貸地 な どに よ り多 くの 寺 院境 内

地 が 江 戸 時代に は 市街地化 して い た こ と が 既 に 指摘 され （1 ）、 また 江戸 時

代 に 歓楽街化 して い た 境内地が 上 地 され 、 近代的歓楽街へ 再編 され た 事例

な ど も知 られ て い る （2 ）。 後者は 近代 的景観 へ の 変化を と もな っ て い る が 、

旧市街寺院境 内地に は 都市 空間 と し て の 歴 史 的継続性が ある 。 こ れ に 対 し

て
、 広大な境内地を所有 して い た郊外寺院は 上 地に よ っ て 境内地を大 き く
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減 らし 、 上 地 され た 旧境 内地 は 国有化 され 、 あ る い は 民間に 払 い 下 げ られ

て 、 郊外住宅地 な ど新た な近代 景観 を生 み 出す こ と に な っ た （3）と考 え ら

れ る た め で あ る 。

　そ こ で 、 嵯峨 ・嵐山地域に お け る諸寺門前地 の 近代的変容を考え る上 で

課題 とな る の は 、 以下 の 4 点で あ る 。

　  嵯峨 ・嵐山地区の 諸寺院に お け る上 地の プ ロ セ ス を明 らか に す る こ と
。

　  上 地され た 旧境 内地 （一 門前地）の 広が りを確定す る こ と 。

　  上 地前後の 門前地 の 土地利用 変化 を 明 らか に す る こ と 。

　  近代京都 の 発展が 嵯峨諸寺門前地の 土地利用 の 及ぼ した 影響 を 明 らか

　　 に す る こ と 。

　 こ れ らの 大きな課題 に対 して 、調査 ・研究活動は 緒 に就 い た ぼか りで あ

る が 、 現時点ま で に 調査 した 資料 と そ れか ら知 りえた 事柄 を以下 に ま と め 、

中間報告 と した い
。

（2） 対 象 地 域

　嘉永 5 （1852）年に 刊行 された 『洛西 嵯峨名所案内記』（4 ）と い う嵯峨 の 住

人が 執筆 した 案 内記が ある 。 太 秦 ・帷子辻か ら上 嵯峨道 の 分 ・下嵯峨道 の

分に 分け て 嵯峨一 帯 の 名所旧跡 を記載 した もの で あ る 。 そ の 記載 内容 か ら

み た 嵯峨は 、 お よそ東は 有栖川を境 と し 、 西は 大堰川右岸 の 嵐山 、 清滝川

上 流の 愛宕山 ・ 樒 ヶ 原 を含む範 囲で あ る 。 大堰川右岸は 葛野郡上 山田村で

ある が 、 景観的に は 一体 で あ り、 以後嵐山 と して 対象範囲 に含む もの とす

る 。 また 、 大堰川左岸 は 上 嵯峨村 ・天龍寺 門前 ・池裏村 ・水尾村 ・原村 ・

越畑村 ・川端村 （下嵯峨村）・生 田村 ・高田村の 9 ヶ村 に ま た が る地域 に 相

当 して い る 。

　 こ の 9 ヶ 村の 支 配関係 をみ る と大 きく二 つ の 地域 に 分け られ る 。 表 1 は

明治 10（1877）年前後 に 完成 し、 内務省 へ 進 達 され た 『旧高 旧領取調 帳』 山

城国葛野郡（5）に 基 づ い て 嵯峨 9 ヶ 村の 村高 、 領主 と その 支配高を 整理 し

た も の で あ る 。

一
見 して 明 らか な よ うに

、 寺社領は 天 龍寺門前か ら生 田村

ま で の 5・ヶ 村に 集 中 し 、 なか で も天龍寺 門前 ・上 嵯 峨村 ・池裏村 の 3 ヶ 村

で は 大覚寺 ・天龍寺 ・清 凉寺 ・二 尊院 と い う嵯峨 の 主要寺院が村高の ほ と
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ん どを 占め て い る 。 また 、 川 端村で は 速水裕益以 下 の 後 院侍 の 知行地が あ

るが 、領地高は わ ずか で 、 や は り寺院領が 70％近 くを 占め て い る 。
こ れ に

対 して 、 高田村は 天龍寺領が 分布す る とは い え石高 は わず か で 、 水尾村 以

下 3 ヶ 村に な る と広橋家 ・高野家 と い っ た 公家や 下 級官人 の 知行 地で
、 寺

社領は 全 く見 られ ない
。 したが っ て 、 寺院門前地 の 近代 的変容を課題 とす

る本稿に お い て は 、 嵯峨 9 ヶ 村の うち天龍寺門前か ら生 田村ま で の 5 ヶ 村

を対象地域 とす る こ と が最 もふ さわ しい と い え よ う。

　明治維新後 の 行 政 区画 の 変遷 を見 る と 、 嵯峨 9 ヶ 村 は 明治 5 （1872）年 か

ら 7 （1874）年に か けて 合併が 進み 、 上嵯峨村 ・下 嵯峨村 ・嵯峨野 村の 3 ヶ

村 に な っ た が 、 明治22（1889）年に 嵯1哦野村が 太秦村に 合併 され て い る 。 し

た が っ て
、 明治22年以 降に な る と資料 の うえ で は 旧生 田村 ・旧高 田村 を嵯

峨の
一

部 と して 扱 うこ とが 困難 に な る 。 そ こ で
、 本稿 で は 天 龍寺門前以下

の 5 ヶ 村か ら生 田村を 除 き、 天 龍寺 門前 ・上 嵯峨村 ・池 裏村 ・川 端村 （下

嵯峨村）の 4 ヶ村 、 明治時代前 ・中期 の 行政区画 で い え ぽ上 嵯峨村 ・下嵯

峨村 の 2 ヶ村 とす る
。 な お 、 上 嵯峨村 ・

下 嵯峨村 は 明治36（1903）年に合併

して 葛野 郡嵯峨村 と な り、 大正 12（1923）年 に 葛野 郡 嵯峨 町、 昭和 6 （ユ931）

年に は 京都市右京区に 合併 され て い る 。

　表 2 は 嵯峨 ・嵐山地域に お け る主要 6 寺院の 境内地面積 の 変化を示 した

もの で あ る 。 な お 、
『平安 通志 』 に は こ れ 以外 に 臨川寺 ・遍照寺 ・曇華 院

の 新境内地面積 が 記 載さ れ て い る（6 ）が 、 旧境 内地面積 の 記 載が ない た め 、

表に は掲載 して い な い
。 表 2 に よれ ぽ 、 主要 6 寺院が上 地 に よ っ て 失 っ た

境内地 、 す なわ ち狭義の 門前地 は 50町 4 反 5 畝20歩 で あ る 。 さ らに
、 表 1

に あ っ た よ うに 大聖 寺 （7 ）
・仁 和寺 ・男山八 幡宮 な ど 嵯峨 ・嵐山地 域 以 外

の 寺社 の 支配 地が 212 ．317石 あ っ た 。 こ れ ら も寺社支配か ら離れ嵯峨所 持

の 門前地 と
一

体に な っ た とす る と さ らに 面積 は 大 き
『
くな り、 そ れ が近代 の

新た な景観形成 の 土台に な っ て い くの で あ る 。
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表 1 嵯峨地区の

天龍寺門前 上嵯峨村 池 裏 村 川 端 村 生 田 村

大 　覚　寺　領 17．030588L6575104 ．3120

大　聖 　寺　領 75．0000
天 　龍　寺　領 354．5345228 ．3330 87．1600247 ．89520180 ．50900

清 　凉　寺　領 97．8170
二 　尊　院　領 24．124 77．9810 9．4300 0 ．86000

真 　乗　院　領 23．8470 7．8030

真　光　院　領 28．0000
理 　性 　院　領 1L70QO
仁 　和　寺　領 33．20000

男 山八 幡宮社領 32．76700 2．30000
壬 　生　家　領 42．ll43 8．39700
阿　野　家　領 21．6520 59．47ユ0 8．6690125 ．85300

烏 　丸　家　領 5．453 31．4695 46．4895

高　倉 　家　領 2．082 21．6446 3ユ．9835
広　橋 家 　領

高　野　家　領

正 親 町 家 領

元 守 護 職 役 知 55．92600

三 雲 宗 裕 知 行

日下部幸恒知行
西大寺実邦知行
上 園 実久 知 行

尾 崎 光 融 知 行

速 水 裕 益 知 行 025912

山 形 憲 澄 知 行 0 ．25923

松 波 光 貞 知 行 212．317 0。25923
世 続 重 遠 知 行 025923
河 端 清 益 知行 025923

岡 本 清 庭 知 行 0。25923
速 水 基 益 知 行 0．25923

藤 木 以 直 知 行 0 ．25923

藤 木 有 保 知 行 O。25923
岡 本 氏 臣 知 行 0．25923

斎 藤 盛 益 知行 0．25923

岡 本 清伸 知 行 O．25923

松 波 資之 知 行 0 ．25923

計 466 。99031497 ．2206335 ．547σ 452．34208

資料 　　「旧高 旧 領取 調帳』

注 1）　 正確に は、男山八 幡宮社領之内公文所領で あ る。
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領主 と 支配高
（単イ立 ：石）

高 田 村 水 尾 村 原　 　村 越 畑 村 計

1003．0000
75．0000

7．58200 1106 ．0137

97．8170

7．61400 120．0090
31．650Q
28．0000
ll．7000
33．2000
35．0670

50．5113

215．6450
74．05400 157．4660
50．02650 105．7366

64．0310 64．0310
55．32000 55．3200

153 ，34600 153．3460

55．9260
110．9898 110．9898

132．4400 132．4400
71．09762 71．0976
70．99762 70．9976
70．99762 70．9976

0．25912

0．25923
0．25923
0．25923
0．25923
0．25923
0．25923

0．25923

0．25923．
0．25923
0．25923
0．25923
0．25923

llO．9898196 ．4710268 ．412863327 ．9736
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表 2　 主 要寺院の 境内地 面積の 変化

境内地面積
上 地面積

旧境内地 新境内地

町 反 ．畝 ．歩 町 ．反．畝 ．歩 町 ．反 ．畝 ．歩

天龍寺 36．0．9．0010 ．5．7．2725 ．5．1．03

鹿王院 5．9．8．08 1．3．6．14 4．6．1．24

大覚寺 ll．4．8．05 2．7．O．04 8．7．8．Ol

清凉寺 2．5．6．03 1．9．1．ユ3 0．6．4．20

二 尊院 10．2．8．06 1．8．4．27 8．4．3．09

法輪寺 3．0．9．02 6．2．09 2．4．6．23

資料　京都市参事会編（1895） 「

平安通 志』 京都市参事会

1　 社寺境内地処分 関係資料か らみ た大覚寺門前地

（1）　社 寺境 内地処分 関係資料 の 位置付 け

　歴 史地理 学が 近代 以降 の 社寺 門前地 を対象 と して 景観復原を行 う際 に 活

用 して きた 資料 と言 えば
、 地形図や 地籍図 （8）な ど の 地図類が

一
般的で あ る 。

しか し、 明治初期 に お い て は 地形図 ・地籍 図 と もそ の 作成事業が緒 に 就い

た ばか りで あ り、 地形図な どは
一
部の 地域で 限定的に 作成 され る の み で あ

っ た 。 本稿の 対 象地域 で ある 嵯峨 ・嵐 山を収 め た 地形 図が作成 される の は

明治20年代 前半 （91 の こ とで あ り、 そ れ 以前 に 作 成 され た 当該地域 の 地形

図は存在 しな い 。 また 地籍 図に つ い て は
、 地券交付や地租改正事業に 関係

して様々 な 地籍図類が作成され て い る もの の 、 地方や地域に よ っ て 残存状

況が異な り、 記載 内容や地 図 と して の 精度 に つ い て もか な りの 相違が 認め

られ る な ど、多くの 問題点 を含ん で い る （lo）。

　 こ の よ うに
、 歴 史地理学が 従来使用 して きた 近代景観の 復原 資料で あ る

地形図 ・地籍図に は 幾つ か の 資料的な制約が 存在す る 。
と くに 明治初期に

限 っ た場合 、 それ らの 使用 は よ り困難 な状況 に あ る 。 した が っ て 、 当該期

に お ける 景観復原 を 行 5た め に は 地形 図や 地籍 図に 代わ る資料を提示す る

必 要が あ る 。 そ こ で 、 本章で は 明治初期の 社寺門前地の 復原を 可 能 とす る
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資料 と して 、 明治 4 （1871）年か ら行わ れた 社寺の 境内地処分 に 関係 して 作

成 された 資料 に 注 目す る 。

一 連 の 資料 に は 境内地処分時 の 門前 地を描い た

絵図や処分経過を示す文書な ど が存在 し 、
こ れ らの 資料 を用い る こ と で 境

内地処分 に 伴 う門前地の 変化を確認す る こ とが で きる 。 以下 で は 、 明治初

期 に 景観 の 変化が想 定され る社寺の 門前地 に つ い て 、 嵯峨 ・嵐山の 中 で も

主要な 寺院で ある大覚寺 の 門前地を 例 に境 内地処分以前 の 状況を復原す る

と と も に
、 処分 に 伴 う門前地 の 変化 を検討 して い く。

（2）　明治初期の 社寺境内地処分

　明治 2 （1869）年、 明治政府 は 封建 的領有制 の 解体 と政府財源 の 強化を 目

的 と して 、 諸大名か ら封土 と領民を 返上 させ た 。 しか しなが ら 、 版籍奉還

が 実施され 、 諸大名の 領有地が 政府の 所有 と な る なか で
、 神社や 寺院の 領

有す る 土 地 は 依然 と して 旧来の ま ま で あ り、 旧藩領を整理 す る 上で も社寺

領 の 介在が少なか らず障害 とな っ て い た 。 そ こ で 、 明治 4 （1871）年正 月 5

日、 神社 ・寺院の 境 内地 を 処分 する布 告 （ユユ）（以下 、 第 1次上 地令）が太政官

よ り告示され 、 社寺境内地 の 処分が 開始 された 。 こ の ag　1 次上地令は
「従

前之通被下置候処 」 とな っ て い た 社寺の 境内地 に 対 して
、

「
各藩版籍奉還

之末社寺ノ ミ土地人民私 有ノ 姿 二 相成不相当」 で ある と の 理由か ら、

「現

在 ノ境内」 を除 く土地の 上 地を命 じる もの で あ っ た 。 社寺境内地 の 処分 に

つ い て は
、 大蔵省が 編纂 した

『社寺境内地処分誌』（ユ2）に そ の 概 要が記 され

て い る 。 ま た 、 京都府下 で 行わ れ た社寺領の 処分 に 関 して は
、 竹林忠男が

詳細 な検討を行っ て い る （ユ3）。
こ こ で は 先行研究を参考に しつ つ

、 関係資

料を併用 しなが ら社寺境 内地 の 処分経過 に つ い て み て い く。

　明治 4 年正 月の 段階で 上 地の 対象 と され た の は 、神社 ・寺院が 旧幕府や

諸大名か ら土地の 所有権や租税 の 収納権 、 あ るい は 租税納付の 免除を承認

された朱印地 ・黒印地 ・除地な ど の 土 地で あ り、 境内地は 上地の 対象か ら

除外 された （図 1 ）。 しか し 、 境内地 処分 に 関す る取 り調べ を担 当 した府藩

県に よ っ て 境 内範 囲の 確 定基準 が 異な る とい う不都合 が 生 じて い た た め 、

政府 は 改 め て 同年 5 月24 日に 境 内区別 の 基準 （14）を府 藩県 に 示 し 、 田畑 ・

山林 ・荒地 （墓 地を 除 く）は 全 て 上 地 の 対 象 と さ れ た 。 加 えて 7 月 4 日の 太
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（狭義の 境内〉

… 鵞黒欝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1　 社寺領 の区分

注〉 大蔵省 管財 局 『社 寺境 内 地処 分 誌』、大 蔵財務 協会、ユ954よ り作成。

政官達 （ユ5）で は 、 神社 境 内の 範 囲を 「本社及建物 」 の 敷 地 に 限定 し 、 その

他 は 上地す る 旨が 示 された 。 以上 の 法令で 示 され た 境 内外 区別の 基準は 社

寺に と っ て 極め て 厳 しい もの で あ り 、
上 地の 対象は

「
境内主域」 を 除 く 「

境

内附属地 」 に ま で 拡大 され た 。

　 これ らの 法令 を受 けて 、 京都 府で は 各社寺に 対 して 境 内地を描 い た 絵 図

と 取調書 の 作成 ・提 出を命 じ、 こ れを もと に 実地検分 を行 い
、 新基準 に 基

づ く境内地 の 確定作業を実施 した
。

こ の と きに
、 各社寺か ら京都府へ 提 出

され た絵 図が 『京都府庁史料』 似 下 、 『府庁史料 』）に 残 され て い る 。

厂社寺

境内外区別 原 図」 （16＞似 下 、

「原 図 」）が それ で あ り、 愛宕 ・葛野 ・紀伊 ・乙

訓 の 4 郡 の 分 が現 存 して い る 。

「原 図」 を通覧 して 気付 くこ と は 、 社寺 ご

と に 見 られ る記載 内容 の 違 い で あ る 。 嵯峨 ・嵐 山の 主 要 な寺 院（17）で あ る

清凉寺 ・大覚寺 ・二 尊院の
「
原 図」 を比較 して み る と

、 境内地の 範囲を示

す朱引線が 記 さ れて い る点は 3 枚 と もに共通す る もの の 、 それ以外で は 共

通点が見 当た らず、 そ れぞれ記載する 内容が 異 な っ て い る 。
こ の

「
原 図」

を も と に 地券掛が 実地検分 を行い
、 境 内地 の 範囲が確定 され た の だ が 、記

載内容の 差異か ら も推察され る よ うに 取 り調べ の 成果 は
一

定せ ず 、 なか に

は 再検査を必 要 とす る社寺 もみ られた （18）。

　境内地処分 が行 わ れて い た こ の 時期 は 、地券交付や 地租改正 事業 な どが

開始 され た 頃で もあ り、
こ れ らの 事業 と の 関連か ら社寺境 内地 の 処分 は 急

が れ た 。 政府の 重要施策で あ る地租改正事業は 当初 、 大蔵省の 管轄 で あ っ
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た が 、 事業 の 性質上か ら内務省 と関連す る事項が少な くなか っ た た め 、 明

治 8 （1875）年 3 月、両者 の 間に 地租改正 事務局が 設置 され た 。 当時、社寺

行政 の 担当機関は 教義に 関す る事項を教部省が 担当 し、 そ の 他 の 事項は 内

務省 と大蔵省が 担当して い た た め
、 社寺境内地処分 も地租改正事務局の も

と改租事業 の
一

環 と して 行わ れ る こ と とな っ た （1g）。

　地租改正 事務局 は土地 の 名称を 区別 し 、 所有者を確定す る作業を進め る

なか で 、 社寺境内外の 区別が 判然 と して い ない た め 地租改正事業 に 支障を

きた し て い る と して 、 同年 6 月29 日付 で 府県に
「社 寺境 内外区画取調規

則 」   似 下、第 2 次上地令）を通達 し 、 境内外区別取調 の 推進を 図 っ た 。 第

2 次上地令で は 社寺境 内地 の 範囲を
「祭典法用 二 必需 ノ場所 」 と し 、 こ れ

を
「
新境内」 と定め

、 そ れ 以外の 土地 は 「悉皆上地」 と心得て 取 り調べ を

行 うよ うに 指示さ れた 。
こ の と き新規 に 境界を 定め る 際は

「
溝塹堤墻又 者

道路等 ノ地形 」 に よ っ て 判別 し 、 境 内域を 示す表示の 設置 を 明記 して い る 。

こ れ に よ り境内外区別 の 明確な基準 が示 され 、 以後は こ の 第 2次上 地令に

基づ き境内地 の 確定作業が 行わ れ た
。

　第 2 次上 地令の 発令に 伴 う社 寺境 内外区別取調の 結果 に つ い て は
、

『府

庁史料』 に 残 る 「社寺境内外区別取調帳」   （以下、
「
取調帳」）か ら知る こ と

がで きる 。

「
取調帳」 は 処分 された 境内地 の 内訳 と処分 の 経過を社寺 ご と

に 記 し 、
こ れ を京都府が郡別に ま とめ 、内務 省 へ 提出 した もの で あ る 。

『府

庁史料』 に 残る
「
取調帳」 は 京都府側 の 控 （22）で あ り、 後年の 変更を示す記

述や 境内地 の 復旧 に 関す る 図面な どが 収め られ て い る 。

「取調帳」 の 記載

を もとに 大覚寺の 境内地処分 に つ い て み る と 、 処分以前の 境内地 は 11町 4 反

8 畝 5 歩 （11万 3867  ）で あ り、 こ の うち 大 覚 寺境 内分 と して 2 町 1 反 6 畝

8 歩 （2 万ユ448  ）、 塔頭覚勝院境内分 と して 5反 3畝 26歩 （5342  ）、 合計 2

町 7 反 4 歩 （2万 679Q  ）が
「
現境内二 存置見込之分」 と判断され 、

こ の 他

に 16歩 （53  ）が 墓地 分 と して 認め られ て い る 。 旧境内に 占め るi現境内の 割

合は 23％程 で しか な く、 実に 全 体 の 4 分 の 3 以上 が上 地 さ れ た こ とに な る 。

「
取調 帳」 に は 山林 に 関す る記載が 見 られ な い が、 明治 9 （1876）年 3 月に

地券掛か ら土木掛へ 提出され た 書類に
「山林反別五 拾壱 町五 拾歩 大覚寺

境外地」 とあ る こ とか ら、 明治 9年以前に 上地され て い た もの とみ られ る（23）。
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（3） 大覚寺門前 地の 復原 と変容

　境内地処分 の 結果 と して
、 大覚寺が大幅に そ の 規模 を縮減 され た こ とは

前節で 確認 した とお りで あ るが 、 そ れ で は 11町を超 え る広大 な境 内地 とは

一
体 ど の よ うな空 間 で あ っ た の で あ ろ うか 。

こ れ を復原 す る上 で 有効 な資

料が 、 先程の
「
取調帳」 と 同 じ く 『府庁史料』 に 残 る社寺境内外区別取調

に 関す る絵図類で あ る （24）。

　第 2 次上 地令 で は 第 6 条で 「取調帳」 の 作成を 規定す る と と もに 、 第 8

条で は
「取調帳」 に 絵 図を添付 し、 伺書 を提 出す る よ う指示 が な され て い

る。
こ れ に 基づ き作成 され た もの が

「社 寺境内外区別図面 」 （25）（以 下 、

「
取

調帳付図」）で あ る 。

「
取調帳付図」 は 旧境内地 の 実測図を 地 目別 に 色分け し

た もの で あ り、 境 内 と境外 の 範囲は そ れぞれ実線 と点線 で 区別 され て い る 。

また
「
取調帳」 の 添付 図面 と い う性格 か ら 、 図内 に は 境 内外 区別取調 の 結

果 と して 分類別 に 処分面積が ま と め られ 、 そ れ らの 所在を示す記号が 書 き

入 れ られ て い る 。

　こ の
「取調帳付図」 に 先立 っ て 作成 さ れた 絵図が 、 明治 8 （1875）年か ら

15（1882）年 頃の 作成 （26）と され る
「社寺境内外 区別 図」（27）（以 下 、

「区別 図」）で

あ る 。

「区別 図」 は 第 2 次上 地令 に 基づ く境 内外 区別の 線引 き結果を 示 し

た実測図で あ り 、 大覚寺分は
「
分 間弐千分一

」 で 作成 され て い る 。 図中に

は 「士族敷地」
・「人家」 な どに 分 け られ た 区画ご と に 面積 （坪蜘 が 記載さ

れ 、情報の 変更 を指示す る朱書 きが記 さ れて い る 。 これ らの 情報 が 「取調

帳付 図」 を作成す る 際に 活用 され 、 境内地の 状況 に 関す る情 報の 更新 も行

わ れ て い る 。

　 「取調帳付図」
・厂区別 図」 に 前節で触れた 「原図」 を加え た 3枚の 絵図

が
、 社寺境 内外 区別取調 に 関係 して作成 された 絵 図類 で ある 。 そ れぞれ の

絵 図の 作成年代 を整理 す る と
「
取調帳付 図」 が 明治 16〜 18（1883〜85）年、

「区

別図」 が 明治 8　一一　15年 、

「
原図」 が 明治 4 〜 6 （1871−− 73）年で あ る 。 よ っ て 、

「
原 図」

・「
区別 図」

・「
取調帳付図」 の 順 に 記載内容を確認 し て い くこ とに

よ り境内地 の 変化 を 空 間的に 把握す る こ とが 可能 とな る 。

　 こ れ まで み て きた よ うに
、 社寺境内地処分 で 処分対象 と された 境 内地 と
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は 、 社殿 ・堂宇 の 建 つ 境内主域 と 門前地 な ど の 境内附属地 か らな る空間で

あ っ た
。

こ の こ とか ら境 内地 の 変化を検討す る こ とは 、 す な わ ち 門前地 の

変化を み る こ と に もつ な が る 。 そ こ で 以下 で は 、 まず 「原 図」 を もとに 明

治初年段階で の境内地の 状況を復原 し 、 そ の 後の 境内地処分に 伴 う境内地

の 変容 に つ い て 門前地を中心に
厂
区別図」

・「
取調帳付図」か ら検討 して い く。

　 「原 図」 は 大 覚寺 の 境内主域 を 「本坊 」 と記 し 、 その 東に 大沢池を 、 南

と西 に 門前 地を 描 い て い る （図 2 ）。 図 の 左下 隅 に は 「葛 野郡上 嵯峨村大覚

寺」 と明記され て い る 。 門前地に は 31の 土地区画 と 人名及び土地の 状態が

記 され 、 なか に は 複数の 人 名が記 され る区画も存在す る 。 門前地の うち 、

本坊 の す ぐ南 に 位置す る 区画に は 林 を表わ す とみ られ る樹木が 描か れ 、 道

路 を挟 ん だ 向か い 側 の 区画に は 「旧院家覚勝 院」
・ 「大勝 院邸地 」

・「宝幢院

邸地」 と記 され て い る
。 覚勝院 ・大勝院 ・宝幢院は 院家 と呼ば れ た 大覚寺

の 子 院（28）で あ る が 、 原 図に は 覚勝院 と 宝幢院 の 区画 に の み
「従前之通 」

と朱書 きが な さ れ 、 区画 の 四隅が朱書 きの 丸で 、 四辺が 朱線で 囲まれ て い

る 。 同様 の 朱書 きは 本坊 の 周囲 に も記 され 、 そ の 範囲は 本坊 と 川を挟ん だ

西側の 1 区画 、 及び 大沢池の 西岸に 及ぶ
。

　
「
原 図」 に 見 られ る こ うした 朱書 きは 他 の 寺院の

厂原 図 」 に お い て も確

認で きる もの で あ るが 、 前述 した
「
原 図」 の 作成経緯や

「
従前之通」 の 記

載な どか ら 、 第 1次上 地令に 基づ き京都府が 判断 した 境内地 の 範囲を示 し

た もの とみ られ る 。 こ こ で 注 目さ れ る の が 、

「大勝 院邸地 」 と記 され た 区

画 で あ る。

「
原 図 」 を 見る と

、
こ の 区画 の 北東 と南東の 角に 朱書 きの 丸が

記 さ れ て い る の だ が 、
こ ち らは 朱線で 囲まれ て い な い

。 同様に
、 朱線で 囲

ま れ て い な い 丸書 きは 本坊の 北 西 に お い て も確認 され る 。 境内地 の 範囲は

京都 府 に よ る 実地検分 を 経 て 確定 した が 、 社寺側 か ら提出 され た
「
原図 」

を京都 府が 吟味 し 、 予 め 境 内地 の 範囲を朱書 きの 丸で 示 した 後に 現地視察

を行い
、 現状 を確認 した 上 で 改め て境内地 と判断 され た 箇所を朱線で 囲み

「
従前之通 」 と 記入 した もの と 推測で きる 。 こ の こ とか ら、大勝院は こ の

と ぎ既 に廃 寺に な っ て お り、 境内地 か ら除外さ れ た もの と考え られ る 。

　寺院以外 の 区画 に 目を転 じる と 、 人名の 記 された 区画に 違い が 見られ る

こ と に 気付 く。 例 えぽ
、 大勝 院邸地南側 の 区画 に は 「井 関實勇貸地」 と記
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　　　　　　　　　　　　　 図 2　 処分以前の大覚寺境 内地

注）　明 治 5 （1872）年 「社寺 境 内外 区別 原 図」、京都 府 立総 合資料館所蔵 『京都府庁史料』 明 5 −47を トレ
ー

　 ス し て 作成 。
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され て い る が 、 こ れ と向か い 合 う覚勝 院南側 の 区画 に は
「
野 路井孝治江貸

地」 とあ る 。 人名の 後ろ に
「
貸 地」 と続 くもの と

「
江貸地 」 と続 くもの と

の 2 種類 が存在す る の で あ る 。
こ の 違 い が 何を意味す る か に つ い て 現時点

で 確た る こ とは 言え な い が
、 前 者は 井関實勇が他者 へ 貸与 して い る土 地を

示 し 、 後者は 大覚寺が 野 路井孝治へ 貸与 して い る土地 を示 して い る もの と

推察 さ れ る 。 井関氏 ・野路井氏は と もに 大覚寺の 坊官を 勤め た 家 （2g）で あ

るが 、

「原 図」 に は 両氏 の 他 に も石塚 ・ 勢多 ・ 細 川な ど大覚 寺に 勤仕 した

坊官 ・侍家 ・格 勤 と み られ る 人名が 記 さ れ て い る 。

「原 図」 に は こ れ以外

の 姓を もつ 人名や姓 の な い 人名 も見 られ 、 坊官な ど の 例 と同様に
「
貸地 」

と表記され て い る 。
こ れ らの 人名に つ い て 、 その詳細は 不 明で あ るが 、 大

覚寺 に 従属 す る か あ るい は 大覚寺の 土 地 を借 り受け て い た 人 々 で あ っ た と

推測 され る 。

「原図」 の
一 部 の 区画 に は 、

「畑」
・「当地畑」 と い う記載が 見

られ る 。 しか し 、 大半の 区画 に は 土 地利用 を示す記載が 見 られ な い ため 、

こ れ らの 区画が 実際に ど の よ うな利用を され て い た か に つ い て は 、 先述 の

坊官
・侍家 ・格勤以 外 の 人名 と 同 じ く判然 と しない

。

　 こ の よ うに 、 明治初年段 階の 大覚寺境 内地は 、境 内主域 と 大沢池及 び 門

前地か らな り、 門前地は 塔頭寺院 と大覚寺 に 勤仕す る人々 な ど へ の 貸地か

ら構成 され て い た こ とが 「原 図」の 記載か ら明 らか に な っ た 。 第1次上地令

に 基づ く境 内地 の範囲は 、 境内主域 と塔頭寺院に 限 られ 、 廃 寺に な っ て い

た 塔頭 と 大沢池 の 大部分 に つ い て は 境 内外 と判 断され 、 門前 地 と 同 じ く上

地の 対象 とされ た 。 土地利用 の 状況や 記載 され た 人名な ど に つ い て は 、 そ

の
一

部が 明 らか に な っ た もの の 不 明な点が 多 く残 る 。

　明治 7 （1874）年ll月 、 社 寺境 内外 区別 の 推進を企 図 した 内務省は 府県宛

に 取調官の 派遣を通達 し 、 取調 を行 う上 で 必 要な書類 や 図面類 の 調達を翌

年 3 月ま で に 行 うよ う指示 した （30）。 こ の と き境 内外 の 区別を 注意 して 行 い
、

実測 図面 を整備す る 旨が 併せ て 指示 され て い るが 、 そ の 後に 出され た 教部

省達や 第 2次上 地令を受け て 作成 さ れ た の が
「
区別 図」 で ある （3ユ）。

「区別

図」 の 作 成は 、 前述の とお り明治 8 − 15年の 間 と され る こ とか ら、

「原 図」

後の 境 内地や 門前地 の 状況 を知 る上 で 有効 で あ る 。

　
「区別 図」 は 図題 に 「新 旧境 内外 区別」 とあ る よ うに 、 新 旧境 内地 の 区
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別が 図示 されて い る 。 大覚寺 と 塔頭の 覚勝院 ・宝幢院に は
、 そ れ ぞ れ

「
新

境内」 と記載され 、

「原図」 と 同様 の 範囲が 新境内 と認め られ て い る 。 し

か し 、 宝幢院に つ い て は 、 坪数
「
四百廿五坪」 が朱線で 消 され 、

「
廃 シ 八

畝五 歩 畑 ニ ス ヘ シ」 との 指示 が 書 き加 え られ て い る 。

「取調帳」 に よ る と、

私墾畑地 と荒蕪地 の 項に
「元宝幢院跡地」 の 記載が あ り、前者 に は

「此反

別八 畝五 歩 元宝幢院跡地 是 ハ 自費開墾之廉 ヲ以大覚寺江 下 渡 明治十 一

年
一

月届出之分」（32）と記 され て い る こ とか ら 、 明治11年以前に 宝幢院が 廃

寺 とな り 、 その 跡地 の
一

部が 大覚寺に よ っ て 開墾 さ れた こ とが 分か る 。 ま

た 「原図」 で 境 内地 か ら除外 され た 旧大勝 院邸地 に つ い て は 、 朱筆で 林 と

表記 され て い る
。

　
厂区別図」 に は

「原 図」 で 見 られ た詳細 な土 地割が描 か れ て い な い た め

区画の 実数 は不 明で ある が 、 区画 内に は 畑 ・人家 ・林 とい っ た 土 地 の 区別

と坪数が明記 され て い る こ と か ら 、 土 地利用 の 状況が 判明す る 。 ま た 厂士

族 敷地」 と記 され た 区画 に 土 地利用 は 明記され て い な い が 、

厂区別 図」 に

は
厂
取調帳」 に 記載 され る地種 の 分布 や

「
取調帳付図」

へ の 変更点 な どが

朱書 きさ れ て い る こ とか ら、

「取調帳」 と対応さ せ る こ と に よ り士族敷地

の 土 地利用状況が明 らか と なる 。

「区別 図」 の 記載か ら明治 8 年一一　15年 の

門前地の 状況 をみ る と 、

「原 図」 で 畑 と され た 区画 に 変化は 見 られ ず、 新

た に 宝幢院邸地が 畑地化 して い る 。

「原図 」 で 坊官 ・侍 家 ・格勤 と み られ

る 人名が記 されて い た 区画に は 「士族敷地」 とあ り、
こ の うち覚勝院や 旧

宝 幢院南側 の 区画 内は 旧 家来居住 地 で あっ た 。

「
取調帳」 に よ る と 、 旧家

来居住地は 明治 6 （1873）年 9 月 に 租税寮 へ 伺書が 出された 後 、 井関實勇 ほ

か 8名へ 下 げ渡され て い る 。 も う
一 方 の 士族敷地で あ る大覚寺西側 の 区画

は 田地で あ っ た とみ られ るが 、

「区別図」 に は 「千四百六十二 坪」 と あ る

の に 対 して 、

「取調帳」 の 面積記 載 に は 「田地 此反別壱反六 畝歩」 とあ る

た め 、両者 の 記載 は 大 幅に 異 な る 。 処分 の 経緯を見 る と、明治 7 年 6 月に

林康郎ほ か 1名に 下 げ渡 され て い る こ とか ら 、

「原 図」 に
「林 恰貸地」 と

あ る区画が 田地で あ っ た と考え られ る 。
こ れ ら以外の 区画 と して は 、 門前

地 の 南部 に 「人家」 、 旧宝 幢 院邸 地 の 西側に 「民家 」 と記 さ れ た
一

画 が 見

られ る 。 こ れ らの 区画は 、

「取 調 帳」 の 記載か ら
「人民居住 地」 で あ っ た
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こ とが 分か る が
、 そ の 屋敷が 自費で 建て られた もの で あ っ た こ とか ら本多

弥平次ほ か 13名へ 下 げ渡され て い る 。
こ の よ うに

、 明治 8 年か ら同15年の

間に 大覚寺旧境内地で は 塔頭 の 宝幢院が廃寺 と な り、 大覚寺の 境内地は さ

らに 縮小 された 。 また か つ て の 境内地 で あ る 門前地で は 、 既 に 明治 6 年 か

ら土 地 の 下 げ渡 しが行 わ れ 、 こ れ らの 土 地は 大覚寺 に 勤仕 し て い た 人々 な

どの 所有地 と な っ た 。

　こ うして 大覚寺 の 境内地 処分は 完了 し 、 そ の 結果は 「取調帳」 とそ れに

添付 され た
「
取調 帳付図」 に ま とめ られ 、 内務省へ 提 出さ れ た 。 葛 野郡 の

「取調 帳」 と 「取調 帳付 図」 は 、 明治18年10月に 提 出され て い る こ とか ら、

「区別 図 」 の 記載を も と に 作成 され た と み られ るが 、 両 図を比 較す る と門

前地 に 若干の 変化が 見 られ る こ とか ら 、

厂取調 帳付図」 は 「区別 図」 後の

変更点を盛 り込ん で作成 され た と考え られ る 。

　 「取調帳付 図」 は 地 目別 に 着色 されて い る た め 、 そ の 記載か ら門前地 の

土地利用状況を知 る こ とが で きる （図 3）。

「
区別図」 に 見 られ た

「士族敷地 」

と
「人家」

・「
民家」 の 人民居住地 は 宅地 と して 赤色に 着色され 、 大覚寺西

側 の 士族敷地 に 見 られ た 田地 も同様に 着色 さ れ て い る こ とか ら宅地化 した

もの とみ られ る 。 ま た 大覚寺が 開墾 した 宝幢院跡地 の 畑は そ の
一部が 荒蕪

地 とな っ て い る もの の
、 門前地全体 と して は こ れ以外に 土地利用上 で の 変

化 は 見 られ な い
。

（4 ） 小　　括

　以 上
、 社寺境内地 処分 に 関する資料を用 い て

、 大覚寺門前地の 復原 とそ

の 変容 に つ い て 考察 して きた 。 境内地処分以前の 大覚寺境内地は 、
ll町 歩

を 超 え る広大な もの で あ り、 そ れ らは 境内主域 と境内附 属地 で 構成 され 、

境内附属地 に は 山林や 門前地が含 まれ て い た 。 明治 4 年か ら段 階的 に 行わ

れ た 境内地 処分 の 結果 、 大覚寺境 内地 は 境 内主 域部 と有住 の 塔頭寺院地 に

限定 され 、 附属の 山林 を始め 隣接す る 大沢池か ら門前 の 宅地 ・耕地 、 廃寺

と な っ た 大勝院 ・宝幢院の 跡地 に 至 る まで
、 旧境内地 の 4分の 3 以上が 上

地 され た
。

　収公 され た 門前地 に は 、 井関氏や 野 路井氏 な ど坊官 ・家士 の 屋 敷や そ の
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イ… 旧家

ロ
…

田地

ハ …
人 民

ニ …藪 地

ホ …
畑 地

ヘ …池地

ト…林 地

チ …私 墾

リ
…荒蕪

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　図 3　 大覚寺 旧境 内地の 状況

注 1）　明治ユ6 （1883）年
「
社寺境内外区別 図 面」、京都府 立 総 合 資料館所蔵

『
京都府庁史料』 明ユ6−48一追 2

　 よ り作 成。

　 2）　記 号イ〜リは 、「
社寺境 内外区別取調帳」、『京都府庁史料』 明16−48 一追 1 の 記載 と対 応 して い る 。

他の 人 々 の 居住地や 耕作地が広が っ て い た が 、 これ らの 土 地は 境 内地処分

に伴 い 明治政府か ら彼 らに 払い 下 げ られた 。
こ れ に よ り、 そ れ まで 支配上

一 体 で あ っ た大覚寺 と 門前地 は 切 り離 され 、 明治政府の も と で
一

元 的に 支
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配 さ れ る こ と と な っ た 。 しか し 、 境内地処分に 関す る
一 連 の 絵図類か ら門

前地 の 景観 を 考察 した な か で は 、無住寺 院の 廃寺化 の ほ か に 目立 っ た 変化

は 確認 され な か っ た こ と か ら、境内地処分 に よ る景観 へ の 影響は 割合少 な

か っ た と 言え る。

　境内地 処分 に よ っ て 上 地 され た 門前地や 付属 の 山林 な どは 、

一
部が 境内

地 に 復旧 （33）され た もの の 、 大部分が官有地 ・民有地 と して 明治20年代前

半の 仮製 地形 図（34）、 あ るい は 地籍図 に 見 られ る景観 へ と 続 い て い く。 現

在の 嵯峨 ・嵐山が もつ 郊外住 宅地 と して の 面 や観光地 と い う面が 現れ る に

は 鉄道の 開通や バ ス 路線 の 開業を待た ね ぽな らない が 、
こ うした 開発 の 基

礎を 生み 出 した の が社 寺の 境内地処分で あ っ た 。

II［ 嵯峨 ・嵐山地域 の 地籍図 と そ の 利用

（1）　 地籍 図の 種類 と 作成過程

　普段我々 が 地籍 図 と呼ん で い る もの に は
、 大 きく分 け て 2種類が ある 。

一
つ は 昭和 26 （1951）年の 国土 調査法に 基づ い て 作成 され た 新地籍図 と呼 ぽ

れ る もの で あ り、 他は 明治期に 作成 され た 旧地籍図で あ る 似 後 、 旧地籍図

を地籍図 と記す）（35）。 新地籍図が ほ ぼ 地割境界 線 と地番だ けを記述 して い る

の に 対 し 、 地籍図に は 地割境界線や地番 は もち ろ ん 、 地名や 各地割 の 地 目 ・

等級 な ど多 くの 情報が 記述 され て い る こ と か ら 、 歴史地理学研究 の 資料 と

して 地 名収集や景観復原な どに 用い られ て きた 。 そ こ で 本章で も地籍 図の

作成過程 と そ の 利 用 に つ い て 述 べ て い きた い
。

　図 4 は 地籍 図及び 新地籍 図の 作成時期 ・事業 ・法律 な どの 相互 的な関係

と備置場所を系譜的に 示 した もの で あ る 。 こ れ に よ る と 明治期 に 作成 され

た地籍図は 壬 申地券地引絵図 、 地租改正地引絵図、 地押調査 更正 地図 、 地

籍編纂地 籍図の 4 種類 で あ っ た こ とが わ か る 。 但 し 、 図 4 で 示した過程 で

作成 され た 各地籍図は 、 そ れぞれ の 事業や 法律 の 目的に よ っ て 表現法に 違

い がみ られ る 。 ま た
、 全府県 で 4 種類 と も作 成 され た わ けで は な く、 作成

時期 も府県に よ っ て 少 しずつ 異 な っ て い る （36）。 以下 で は
、

こ の よ うな経

緯 と各地 籍図の 特徴に つ い て 概観 して い く。
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大 蔵 省ないし地 租改 正事 務局 主 管

　　　　　　　　　十

一 明治 17（IS84）年 12 月

明 治 8〔1B75｝年 5月　間掌 の統 一
　 　 　 　 　 　1

地租 二 閏ス ル所 帳簿様式制定

十

明治 22CISS9 ）年 3月　土地台帳 規則制定

　 　 　　 　 　 　 　 地 券廃止

　　　土地台帳付 属 地 図

一

土 地台 帳・地図備置場 所の 移管

甌
町村 の 分

郡 役 所

明 治22 （18B9 ）年 5 月 府 県収税 部出 張 所 毆 直

　　　府 県 収税部出 張 所 に 移管

市の 分

府 県庁

明治 29（ISBS）年 le月 税務 管理管匍公 布

　　　　　税 務署 に移管

昭和 22（tg47）年 3月 土 地台帳法公 布

　　 　 　 　 　 　　 家屋台帳法 公布

昭和25（1950）年 8月 土地台帳法施行規則制定

法 務局・同支所 ・出張所 （登 記所冫に移 管

　　　　　土 地 台 帳付 属地 図

図 4

　　　　↓

明治期作成地籍図 の 系譜 と備 置場所

  壬 申地券地 引絵図

　　壬 申地券地 引絵 図は 地券交付作 業に 伴 っ て 作成 された 地籍図を い う。
こ

の 地籍図は 調査時 に 実測が 行わ れず 、 従来 の 検 地帳や 名寄帳な ど の 反別を
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基 礎 と し 、 所有者の 申告制を と っ て い た こ とか ら 、 正確 な土 地 区画 あ る い

は 面積 を表す こ と よ りも、 各土地 の 位置や 配列 の 把 握 に主 眼を 置 い て い た

の で あ る 。 さ らに
、 調査 時に 脱落地 の 発生を 防 ぐた め

、 土 地 の 位 置の 表示

法 と して 地番が 設定され 、 地券番号 と して も用 い られ た （37）。

　地 籍図の 表現法に して も宅 地 に 家型 の 記号が 用い られ 、 神社 や 寺な どに

絵画 的な描写が 行わ れ る な ど 、 従来の 村絵図の 様式が採用 され た と こ ろが

多か っ た と い わ れ て い る 。 しか し 、 明治 6 （1873）年に は 地租改正法 が公布

され た こ と か ら 、 作成作業を打切 っ た 県や改租作業に 切 換え て 継続 した県

な ど様々 で あ っ た （38）。

  地租改正地引絵図

　地租改正地引絵図は 地租改正事業に 基づ い て 作成 された 地籍図で あ る
。

こ の 事業の 調査 に 際 して
、 地域 規模が きわ め て 不均等に な っ て い た近世 以

来 の 字 を区画 し直 し 、 その 字に 新 し く番号が 付け られ た 。 地 番に つ い て も

区画 し直された 字を単元 に 新た な地番が 設定 された 。 こ の 新た に 設定 され

た 地番は そ の 後約 100年近 く用 い られ る が
、 そ の こ ろ に な る と 分筆 ・合筆

に よ っ て枝番 ・欠番が生 じて 錯綜を きた した 。
こ の よ うな こ とか ら町名地

番整理 事業が 発足され 、 昭和37（1962）年 5 月に
「
住居表示に 関す る 法律」

が定め られた （3g）。

　 こ の 地租改正 事業に お け る調査 に お い て も壬 申地券交付時 の 調査 と 同 じ

く申告制が と られ た 。 しか し 、 土 地面積 に 関 して は 実測が 行わ れ 、 申告に

つ い て も 1筆 ご と の 調査 を 地番順 に 記載 した 帳面 とそれ を 表現 した 地引絵

図を も っ て 厳重 な実地 検査 が行わ れ た 。 但 し 、 実測が 行わ れ た の は 民有地

の み で あ り、 官有地や 課税対 象外 の 土地は 見取 りで 済 ま して い る府県 も多

か っ た （40）。

　事業開始時期に つ い て は 各府県で そ れ ぞれ 異な る。 近畿地方だ けで も明

治 7 （1874）年に 開始 され た 府県が 滋 賀 （近江）・豊 岡 ・兵庫 （摂 津）・大阪 ・

堺 ・和歌 山 、 明治 8 （1875）年 開始が 京都 ・兵庫 （播磨）・名東 （淡路）と な っ て

い る （4D 。

　地租改正地引絵図の 作成 に 際 して 、 各府県内で は それ ぞ れ が 雛形を示す

な ど して統
一

を 図 っ たが 、 各府県 間に よる違 い が生 じた 。 事業実施期 間中
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の 明治 8 年に こ れ ま で 不SE−一・の ま ま で あ っ た 間竿 ・面積単位 の 1 間が 6 尺 、

1反 が300歩で 統
一

され た た め
、 そ の 前後 で 丈量基準の 異 な る地籍図が 作

成 され 、 さ らに 地 目を彩色に よ っ て 区別 して い る もの もあ っ た の で あ る 。

一
般的に 地租改 正 地引絵 図に は

一
筆図 、 字 図 、 全村図の 3種類が作製 され

て い るが 、 こ れ も県 に よ っ て は 一
筆図を省 略 した り、 字図あ るい は 全村 図

を作成 しな か っ た 県が あ っ た りと 統
一

され て い な か っ た （42）。

  地押調査更正 地 図

　明治17（1884）年12月 に 府県庁 ・郡役所 ・町村戸 長役場 に 土 地 台帳が 備え

置か れる こ と と な り、 そ の た め に 新た に 土地台帳を 作成す る こ と とな っ た 。

それは 地券台帳 と 地租改正地引絵 図を もと に 作成 され た が 、 こ の 両者 と実

地 と の 相違が著 しか っ た
。 特に 地租改正地引絵図は 技術的に 未熟な村民た

ち に よ っ て 作成 され た と こ ろ もあ り、 測量 の 不正 確さ と遺漏 ・脱落地 が多

か っ た （43）。 こ の こ と か ら土地台帳作成機関 で あ る大蔵省は 明治18（1885）年

2 月に 各府 県へ 地租 改正事業に お ける誤 りと
、 そ の 後の 変動 を調整す る 旨

を命 じた 。 こ の と き作成 され た 地籍 図を地押 調査更正地図 と称 して い る 。

　 こ の 地押調査 更正 地 図は 初 め 土 地丈量や地 図作成 に つ い て 規準が示 され

る こ とが な く、 従来 の 方法が踏襲 された た め 、 不完全 な もの が多か っ た 。

そ こ で 大蔵省 は 各府県へ 内訓 を通達 し、
一 定 の 方式を 示 した 。

こ の 内訓 で

近代的測量機器を 用 い た 測量方法や 縮尺 な ど が 指定 され た こ とか ら 、 精度

の 高い もの も作 成 さ れ る よ うに な っ た 反面 、 内訓通達以 前に 作成 された地

図 と の 間に 精度 の 差 が生 じた の で ある （44）。
こ の よ うに して 作成 され た地

押調査更正 地図 は
、 そ の 後の 明治22（1889）年 3 月に公布 され た 「土 地台帳

規則」 に よ っ て 土地台帳付属地 図 と称され る よ うに な っ た 。 現在 、 役所や

役場 、 法務局や 登記所に保管されて い る 公図 と呼ばれ て い る もの に は 、
こ

の と ぎの 地籍図が多く残 っ て い る 。

  地籍編纂地籍地図

　地籍編纂地 籍地図 は 全 国地籍編纂調査 に 基づ い て 作成 され た地籍図 の こ

とを い う。 こ の 地籍図は 前記の 3 者 とは 若干異な っ た 性格を有 して い る 。

それ は 前記 の 3 者が 大蔵省 ない しは 地租改正 事務局主 管 に よ っ て 行わ れ た

の に 対 して
、 地 籍編纂事 業は 内務省地理 寮 （後に 地 理局）主管 で 行 わ れ た こ
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とで あ る。
こ の 地籍編纂地 籍地 図 に つ い て 島津俊 之 は 上記 の 3者 は 地租改

正 を 主 と した 税制近代化政策 の 流れに 位置 づ け て い る の に 対 して 、 地籍 編

纂事業は 国土 空間情報 の 収集 と数値 デ ー タ化 に 意を注 い だ もの で あ り、 税

制近代化政策 と は 別 の 系譜 に 属す る もの と して い る （45）。

’
　 こ の 地 図の 特色 と して は 、 官有 地 と民有 地 の 全 て を調査対象 地 と して い

る点 と 、 隣接 の 町村や郡市 ・府県 の 境界 を厳密 に 測量 し て い る点 が挙げ ら

れ る 。 但 し 、 地租改 正事業 とほ ぼ 同時期 に行わ れ た こ と か ら 、 地租改正地

引絵 図を使用 して 地籍編纂地籍地図を新規 に は 作成 しなか っ た府県 も多か

っ た よ うで あ り、 それ ぞれ の 府県に お け る 地籍編纂事業の 実態は 不明 な と

こ と ろが多い （46）。

　 図 4 に あ る よ うに 地籍図は い くつ か の 移動 を経 て 、現在そ の 多 くが 各市

役 所 ・町村役場 、 あ る い は 地方法務局 ・同支所 ・出張所 （登記所）に 置か れ

て い る 。 新地籍図が作成され る と 、 地域に よ っ て は 新地籍図へ と差 し替え

が行わ れ て い る と こ ろ もある 。 しか し 、 新 地籍 図の 備 え付 け は まだ 日本全

域の 半 ばに も達 して お らず （47）、新地籍図が備 え付 け られ て い な い 地域 で は

現在 で も明治期作 成 の 地籍 図が 旧土地台帳付属地 図 と して 使用 され て い る 。

（2）　京都 府に お け る地籍図の 作 成過程

　京都府 に お け る 地籍 図の 完成時期 は 各市 町村 に よ っ て そ れぞ れ 異 な る が 、

遅 くと も明治 30年代半 ば頃 に は 全府下 的に 完成 を み る に 至 っ た と され て い

る （48）。 竹林忠男に よ る と
、 地籍編纂事業の 実施に と もな っ て 明治19（1886）

年頃 まで に 地 籍図が作成 された 地域 は 、 上 京 区 ・下京 区 ・愛宕郡 ・乙訓郡

の 2 区 2郡 で あ り、 地押調査の 結果 に よ っ て 明治21 （1888）年頃ま で に 地押

調査 更正地図が作成 され た 地域 は
、 丹後加佐郡 ・与謝郡 ・中郡 ・竹野郡 ・

熊 野郡 ・丹波天田郡 の 6 郡で あ っ た 。 そ して
、 本研究対象地 で あ る 嵯峨 ・

嵐山を 含む 葛 野郡 は 、 残 る 山城 紀伊郡 ・宇 治郡 ・久世郡 ・綴喜 郡 ・相 楽

郡 ・丹波北桑 田 郡 ・南桑 田郡 ・船井 郡 ・何鹿郡 と と もに 明治 20年代末 頃に

な っ て もま だ 不完全 な地籍 図 しか 作成 され て い なか っ た （4g）。 なお
、 京都

府 で は 明治22（1889）年 の
「土地台帳規則 」 の 公布 に よ っ て 上述 の 地籍図が

土 地台帳付属 地 図 と して用 い られ た が 、 葛野郡以 下多 くの 地域で は 明治22
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年 の
「土地台帳規則」 が 公布 され て か らも暫 くの 問は 地租 改正 地 引絵 図を

訂正 しなが ら使用 して い た 。

　京都府に お い て も土 地台帳付属地図へ の 準備事業 と もい え る地押更正地

図の 作成が 、 明治21年 4 月に
「
町村地 図調整式及更正 手続」 と

「
町村製図

略法」 に よ っ て 府管 内に 通達 され た 。 しか し 、 上 京 区 ・下京 区 ・愛宕郡 ・

乙 訓郡で は 前述 の とお り既 に 精密 な地籍編纂地籍地図が 作成 されて い た こ

とか ら、
こ の と き新規に 地籍図が 作成 され る こ と は なか っ た

。
また

、 丹後

5郡 と丹波天 田郡 は 旧豊 岡県 下 に お い て も地租改正 地引絵図が作成 され て

い なか っ た た め 、 新た に 地押 更正 地図が作成 された （50）。

　残 る山城 6郡 と丹波 4 郡 に お け る新規の 地籍 図作成 に つ い て は 、 明治31

（1898）年 9 月30 日内訓第20号で
「
明治廿九年四 月四 日内訓 第三号 二 拠各町

村 二 於テ ノ新調 ス ヘ キ 町村地 図儀 ハ 官民有地分界寄調査 ノ 必要有之候條各

町村字限実測 図別 二 壱組 ツ ツ 本庁 二 差 出候様取計ス ベ シ 」 と通達 して い

る （51）。 こ こ で い う明治 29（1896）年 4 月の 内訓第 3 号 は 現在残 っ て い ない が 、

各 町村に お い て
「町村 地図調製式 」 に もと つ い て 新規 に 地籍 図を作成する

よ うに 指示 した もの で あ る （52）。
こ れ に よ り、 そ れ まで 地租改正 地 引絵図

を 訂正 して 使用 し て い た 地 域で は 明治30（1897）年か ら明治35（1902）年に か

け て 「町村地 図調製式」 に 基 づ い て 新規 に 地籍 図を作 成 した   。
こ の

「
町

村地図調製式 」 に 基づ い た 地籍 図の 作成終了を もっ て 京都 府下 に お け る土

地 台帳及び付属地 図の 作成事業は 完了 した 。

（3 ）　嵯峨 ・嵐 山地域 の 地籍 図 の 利用

　本稿 の 対象地域 で あ る嵯峨 ・嵐 山の 地籍 図は 旧公 図 と呼 ぽ れ 、 現在、京

都地方法務局嵯峨出張所に 備置され て 利用す る こ とが で きる 。 体裁は 基本

的に 旧村 ご とに 冊子 と な っ て い るが 、 範囲が大 きい 旧上嵯峨村は 数冊 に 分

か れて い る 。 そ の 多 くに 「明治三 二 年調製」 の 記述 が あ る こ とか ら、 前述

の 町村地図調製式 の 地籍 図に あ た る こ と が わか るが 、

一部 に 昭和 に入 っ て

か ら作成された と考え られ る も の も含まれ て い る 。

　 こ の 地籍図に は 地割境界線 ・ 字界 ・ 地 番 ・地 目 ・ 等級が 記述 され 、 道路

は 朱色 、河川及 び 水路 は 水色 で 着色 され て い る 。 土 地 台帳 を み る と明治32
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（1899）年か ら昭和34 （ユ959）年ま で の 土 地の 分筆や合筆 な ど の 変化が 記載 さ

れ て い る が 、 地 籍図に は そ の 分筆や合筆に と もな う地 割境界線の 追 加や削

除が 直接 書 き込ま れ た り、 貼 り紙を された りしな が ら更新され て い る 。 地

番 に つ い て も明治32年時 の もの を基本 と して
、 そ の 後 の 分筆 ・合筆は 枝番

を付 して あ らわ して い る 。

　図 5 は 枝番を 整理 し明治32年以後に 追加 された 地 割境界線を削除 して 嵯

峨天竜寺造路町 の 明治32年時 の 地割 と地番 、 土 地台帳に 記載 されて い た 地

目を表 した もの で あ る
。

一
部欠損部分や不 明な 地番 が 存在す るが

、
こ の 図

か らは 明治32年に お け る造路 町の 地割を 読み取 る こ と が で きる 。 また 、 凡

例 で
厂
そ の他 」 に分類 され た 地割に は 社寺地や墓地 な どが 含 ま れて い る 。

　地割をみ る と造路沿 い で 区画が細分化されて い る の に 対 して 、 中央あ る

い は南 部に は 比較的大きな地割が存在 して い る 。 造路沿い の 地割は ほ と ん

どが 宅地 で
、 中央あ る い は 南部の 地割は ほ ぼ 山林で あ っ た こ とが わ か る 。

さ らに 図 5 と比較す る た め に 、 現在の 造路町周辺 を表 した もの が 図 6 で あ

る （54）。 こ れをみ る と 、 明治32年 当時 に 山林 で あ っ た 地 割 に 多 くの 建物が

み て と れ る 。 現在、渡 月橋 へ 通 じ る南北通 りは 土産物屋 や 飲食店 な どが 建

ち並ぶ 賑 や か な場所で あ る。
こ の 場所は 図 5 に お け る 地番20や37に あた り、

もとは 山林で あ っ た こ とが わ か る 。 地割の 形状や 地 目か らみ る 限 り、 明治

32年頃 の 造路町に は 土 産物屋や飲食店街な どは 無か っ た の で あ る 。 地番20

や 37の 地割が 細分化 され 始め る の は 昭和前期 に な っ て か らで あ る 。 地割の

細分化がす な わ ち土 産物屋や飲 食店な ど へ の 変化を あ らわ して い る と は 言

い 切れない
。 しか し、

こ の 場所の 景観変化を考え る際に
、 地割の 細分化が

進 ん だ こ の 時期を
一

つ の 転換期 と して 注 目 して お くこ とは 必要で あろ う。

　 こ の 造 路町の 景観変化 を考え る 際、 注 目され るの が 鉄 道の 敷設 で あ る 。

図 6 に お い て も京福電鉄嵐 山線 な らび に 嵐山駅が 確認 で きる 。 また 、 地籍

図中に も鉄道用地あ る い は 軌道用地 と して 読み取れ る地割が ある 。 それを

表 した もの が 図 7 の 斜線部 で ある 。 東西方 向に 走 る地 割 は 嵐山電車軌道 の

線路で 、 そ の 北側に あ る地割は 愛宕山鉄道 の 線路 と考え られ る 。 そ の よ う

に 考え る と 、 更に 西側 に ある 地番 21また は 欠損部分が現在の 嵐山駅 で あ っ

た と考え られ る 。
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（

天

龍
寺
）

（渡

　 　 　 　 　 　 　囮

　 匪圜 荒無地 　 ■ 水 系

　 E2Z］ 山 林　 匚：］ その 他

　 　 　 　 　 　 　 　 図 5　 明治32年 の 造路町の 土 地利用

注 1 ） 地番 16・17・18 ・19 ・44 ・45不 明

　 2）　 （ ）内筆者に よ る加筆

（4） 小 　　括

　我 々 の 眼前 に あ る景観 が過去の 様 々 な人間の 営み の 痕跡 を残 しつ つ 「現

在」 と して 現れ て い る よ うに 、 地 籍 図 も 「過去 」 の 様々 な時期の 営み を地
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」

図 6　 造路 町周辺 図

割境界線に 残 しつ つ
「
現在 」 の 土 地の 形状 を記録 して い る 。 嵯峨 に お け る

地籍図の 場合 、 昭和34（1959）年を
「
現在」 と す る 土 地 の 形状 で ある 。 した

が っ て 、 地籍図は 厂過去 」 の 景観 を直接 的に表現 して は い ない 。 地籍 図の

「現在 」 を 出発点 に
「過去 」 の あ る時点に お け る景観を復原 す る た め に は

、

そ の 土地 の 歴史を記録 した 土地 台帳が 欠か せ な い
。 土地台帳に は 地割

一
筆

ご と に 字名 ・地番 ・地 目 ・反別 ・等級 ・地価 ・地租 ・所有者 ・ 所有者住所
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32

（

瀬
戸
川
V

馳

4
38

31

　 （欠損）

（渡月橋）

　　圏璽 鉄 道．軌道 m 路　　　　　　（桂 川 ）　
『〜 一〜 一嘲一 〜 一一一一〜 〜 ＿ ．．．

　 　 　　 　　 　 　　 　 図 7　 鉄道 ・軌道線路 の 地割

注 1） 地 番16 ・17 ・18 ・19 ・44 ・45不明

　 2）　（　）内筆者 に よ る加筆

と と もに 、 そ の 後 の 地 目変換 、 分筆 ・合筆な ど そ の 土地が た ど っ て きた 歴

史を 記載 して い る の で あ る （55）。 土 地台帳を併用す る こ と で 、 地籍 図を 資

料に 復原され る 歴史景観は よ り正確な もの に なる の で あ る 。

26

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bukkyo University

NII-Electronic Library Service

Bukkyo 　 Unlverslty

嵯峨諸寺門前地の 近代的変容 に 関す る予 備的考察

皿　 近代嵯峨の 郊外住宅地化 と観光地化

（1）　 嵯峨の 人口増加 と市町村合併

　最初 に 人 口推移か ら嵯峨の 発展過程を大 ま か に 見て お きた い
。 図 8 は 明

治23（1890）〜 昭和5（1930）年の 嵯峨村 （嵯峨 町）の 人口推移 を 示 した もの で あ

る 。 明 治20年代か ら30年代に か け て 嵯峨の 人口 は きわ め て 緩 やか な増加を

続け 、 明治40年代か ら大正 初期に 人 口増加が やや 大 ぎくな っ たが 、 直後 に

人 口増 加の 停滞期に 入 っ て しま っ た 。
こ の 間 、 京都鉄道の 開通 、 嵯峨筏繋

留所 の 完成 な どに よ り、 嵯峨村 の 主 要産業で あ っ た 材木業の 発展が期待 さ

れ 、 観光業の 発展が見込 まれ て い た 。 と くに 京都鉄道 の 開業 に 対す る期待

は 大 きか っ た と思 わ れ 、 明治28・・一・31（1895〜 1898）年の 問に 嵯峨運送合資会

社 ・嵐 山温泉株式会社 ・嵐山三軒家株式会社が相次い で 設立 され 、 ま た京

都農商銀行嵯峨支店 も開設 され て い る （56）。 さ らに 明治43（1910）年 に は 嵐山

電 車軌道 の 開業 、 京都府立嵐山公 園 の 開設が あ り、観光産業 の 発展 に 対 す

る 期待 は 非常 に 大 きか っ た と思 わ れ る （57）。 しか し 、 そ れ らが 嵯峨 の 人 口

増加 に 直ち に 結び つ くこ とは な く、 人 口 か ら見 る 限 りで は 嵯峨 町 の 発展は

必ず しも順調 で は な か っ た 。

　嵯峨 の 人 口 が 急激に 増 加 して い くの は 、大 正 9 （1920）年以降の こ と で あ

る 。 昭和 5 年に は 大正 7 （1918）年か ら約3000 人が 増加 して
、
9000人近 くに

な っ て い る 。 そ の 翌 年に 嵯峨町 は 他 の 市町 村 と と もに 京都市 と合併 した が 、

そ の 際 に 京都市側が 合併 の 可否を あ らか じめ 検討 した 昭和 5年 の 資料 が あ

る 。 そ れ は 合併 町村 に つ い て 調査検 討 して い た 地方課が昭和 5 年 6 月に ま

と め た もの で
、

「
京都市隣接市町村編入 二 関ス ル 調査概 要」 （以 下 、

「
調査概

要」 と 略す ）と題 され て い る 。 嵯峨町 に 関わ る 範囲で 要点を ま とめ る と以下

の よ うに な る 。

　京都市長 の 合併案

　 1 ． 頓挫 した 京都府知事浜 田恒之助 （在任期間 ：大正 15年 9 月 〜昭和 2 年 4

月）の 合併案 （愛宕郡 2 ヶ村 ・葛野郡 5 ヶ 村 ・紀伊郡 9 ヶ 村 ・伏見市）に 替わ り、

京都市長土 岐嘉平（在任期間 ：昭和 2 年 12月一昭和 6 年 12月）は 昭和 4 （1929）年
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ll月に 愛宕郡 5 ヶ 村 ・葛野 郡 7 ヶ 村 （但 し 、 嵯峨 町 ・梅ヶ 畑村は
一

部編入）・

紀伊郡 4 ヶ 村 ・宇治郡 1 町の 合併案を提示 した 。

　 2 ． 市長案で は 嵯峨町 の
一

部 （清滝川左岸）合併 の 理 由に
、 住 宅好適地 で

あ る こ と 、 交通 政策上 の 必 要 、
の 2 点を挙 げ 、 ま た 梅 ヶ 畑村 （清滝川左岸）

の
一部合併の 根拠 に 遊覧地 で ある こ とを挙げ た 。

　 これに 対する地方課の 検討結果は 「
編入不可 ト認ム 」 とい 5もの で あ っ

た 。 そ の 理 由は 以 下 の よ うな もの で あ っ た 。

　  京都市 と 嵯峨町 ・梅 ヶ 畑村 の 間に は 花 園村 ・太秦村 が あ り、

厂京都 市

　　 トノ 直接 ノ 関係 ア リ ト認 メ 難 」
い こ と 。

　  嵯峨町 ・梅 ヶ 畑村全域 を編入する と 山問部が 遠距離で
、 不便で あ る こ

　　 と
。

　  清滝川左岸を編入 した 場合 、 嵯峨 町 ・梅 ヶ 畑村の 残存地域だ けで は 自
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　　立 が 困難 な こ と
。

　  市長が 示 した 嵯峨 町 ・梅 ヶ 畑村
一

部合併の 根拠が 薄弱 で あ る こ と 。

　 しか し 、 結果か ら見れ ば 嵯峨町 ・梅 ヶ畑村 と も全域が 昭和 6 （1931）年 4

月 1 日に 京都市に 合併 さ れ 、 同時期 に 合併 され た 花 園村 ・太秦村 ・西 院

村 ・梅 津村 ・京極村 ・松尾村 ・桂 村 ・川岡村 と と もに 右京 区を つ くる こ と

に な っ た 。

　地 方課 が
「
編入不可 」 と した 根拠の 第

一
が   で ある 。

「京都市 トノ 直接

ノ 関係 ア リ ト認 メ 難」 とは 、 京都市 と直接 市町村界 を接 し て い ない とい う

意味 で あ る 。 大正 期 の 市 町村合併 の 時 、 内か ら外 へ の 拡大 で は な く、
「求

心 的都市化 一 内へ 向か う都市化」 とい う考え方が あ っ た こ と を 園田英弘は

紹介 して い る（58＞が 、
こ の 「直接 ノ 関係」 に 対す る地方課 の 考え 方は 「内

へ 向か う都市化」 を原則 と して 堅持 し て い る よ うに もみ え る 。 しか し 、

「
京

都市 ト直接 ノ 関係 ナ シ」 と され た 梅津村に つ い て 地方課 は
「編入 ヲ 可 ト認

ム 」 と して い る 。 同資料 に は そ の 理 由を次の よ うに 記載 して い る 。

　　　水運 ノ便ア リテ 工 業ノ好適地 タル ヲ 失ハ ザル ノ ミナ ラ ズ
、 戸 ロノ 過

　　半ハ 既 二 商工化 シ タ ル 点 ヨ リ見 ル モ 必ズ シ モ 之 ヲ 除外 ス ル ヲ要ス ル モ

　　ノ ニ 非ズ 。 又 之 ヲ 編 入ス ル ハ 市 ノ 境界 ヲ 明確 ニ ス ル 上 二 於 テ大 二 利益

　　ア ル モ ノ ト認ム
。

　水運 の 便が よ く工 業適 地 で あ る こ と 、 住 民の 多 くが 既 に 商工業に 従事 し

て い る こ と 、 また 桂川を 京都市 の 境界 とす る こ とで 京都市 の 境界 が 明確 に

な る こ と 、 の 3 点が梅津村編入の 理 由とい うこ とで あ る 。 ま た 交通不便 と

され た 鷹 ヶ 峰村は 「
其南 端ハ 市 二 連接 シ

、 市民住宅 ノ 好適 地」、 未だ 農村

の 域 を 出 な い と され た 京極村は
厂
東部市二 連簷」 、

「
交通至 便 ニ シ テ 市 ト密

接ナ ル 関係 ヲ有 シ 、 漸次都市化 ノ傾 向」 が 認あ られ る こ と を 理 由に 地 方課

は 編入 を認め て い る 。
こ れ らを通 して 、 京都市か らの 人口流 出に よ っ て 都

市化が 進行 し つ つ あ る 町村 、 あ る い は 流出人 口 を 受け入れ る 良好な住宅用

地が あ る京都 市 と接続す る町村で あ る こ と
、 また京都市 と 接続 して い な い

場合 、 工 業用地 の 確保 な ど 京都市に と っ て 大きな メ リ ッ トが あ る こ と な ど

が 、 地 方課が 京都市編入を認 め る条件に な っ て い た よ うに 思 わ れ る 。

　太秦村や 花園村に は 及ぽ な い もの の 、 嵯峨町で も京都市か らの 人口 流出
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に よ っ て 人 口 が 増 加 し 、 都市化 が進行 して い た こ と は 間違 い な い
。

『大正

十 四年京都 府 国勢調査 結果表 』 の
「人口及世帯数」 の 項 に 以下の よ うな分

析結果が 記載され て い る （5g）。

　　蓋 シ増加 ノ 顕著ナル 前記四箇町村 （西院村 ・太秦村 ・花園村 ・嵯峨町…筆

　　者）ハ 京都市 ノ 発展 二 伴 ヒ 住宅及商業地 トシ テ 居 住者 ヲ 増 加 シ タル モ

　　ノ ナ ル カ 。 特 二 西 院ハ 友禅染工場 、 太秦ハ 友禅 染工 場及製材 工場 、 花

　　園 ハ 住宅地 、 嵯峨 ハ 住 宅地及製材工 場 ノ 関係 二 因 ル モ ノ ナ リ 。

　結局 、 京都市 と 直接接 して い な い ぽ か りか 、 京都市に と っ て 編入に よ る

特別 な メ リ ッ トも見出せ ず 、 か え っ て
一

部編入 の 困難さや 交通上の 不便 さ

を抱え込む デ メ リ ッ トが 大きい と判断され た の で ある 。

　こ こ で
「調査概 要」 の 記述 を通 して 三 つ の 問題 点 ある い は 注目点に 直面

す る 。 第一 は 、 嵯峨町に お け る大正 9 年以 降の 急 激 な人 口増加 の 要因は 何

で あ っ た の か 、 と い う点で あ る 。 は た して 京都市 の 発展 に と もな う人口の

郊外化だ けに そ の 要因を求め て よ い の で あろ うか 。 第二 に 、 京都市長は 嵯

峨 を住宅好適地 と み て い た が 、 ど の よ うな住宅 の 好適地 で あ り、 また 嵯峨

が 郊外住宅地 と して 成立す る条件 と は な ん で あ っ た の か 、 とい う点で ある 。

第三 は
「
調査概要 」に よ るか ぎ り京都市長は 高尾 山神護寺 ・栂尾 山高山寺 ・

槇尾 山西 明寺の あ る梅 ヶ 畑を遊 覧地 と して 編入 を提案 して い るが 、 嵯峨町

の 観光産業に つ い て は ま っ た く触れず 、 ま た 当然 なが ら地 方課も こ れ に つ

い て 言及 して い な い とい う点で ある 。 昭和初期 に お け る 嵯峨 ・嵐 山の 観光

の 実態 と観光を 通 して の 京都市 と嵯峨 ・嵐山 と の 関係が問われなければ な

らない
。

（2）　 嵯峨町の 人 口増加 と居住者の 特性

　大正 ・昭和初期の 統計か ら嵯峨町の 社 会的増 減を 転 出先 ・転入元を含め

て 把握す る こ と は 難 しい
。 そ こ で 、 別 の 角度か ら嵯峨 町の 社会的な人 口構

造 の 変化 に 接近 し 、 そ の
一

端を と らえた い
。 以 下 で 使用す る 資料は 大正 13

（1924）年 『京都 府電話番号簿』 （60）、 お よ び 昭和 7 （1932）年 『京都府電話番号

簿　上巻』（61）で あ る 。 電話は か つ て 中心地問の 階層構造を把握するた め の 指

標 と して使用 さ れ た もの で あ る （62）が 、
こ こ で は 広域 に お け る電話数 と人 口
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の 量的な 関係 で は な く、 電話

が もつ 近代性 と い う質的な部

分に 注 目 して お きた い
。 す な

わ ち 、 電話の 普及 に は 電力 の

供給が必 要で あ り、 電力 の 供

給に よ っ て 電灯の 普及な ど 近

代的な生 活環境の
一

部が 整 っ

て い くこ と 、 ま た 通信 手段 と

して の 電話は 迅速な通信 の 妨

げに な る 地理 的距離を 解消 し 、

地 域 間の 結合の 強化あ る い は

新た な地域 と の 結合を もた ら

す手段 と な る こ と な ど で あ る 。

　嵯峨で い つ か ら電話が 普及

し始め た の か 正確 な と こ ろ は

表 3　 嵯峨局 の 電話数

大正 13年 昭和 7 年

電話数 i比 （％） 電話数 i比 （％）

全 ・3・ i1・・．・ 45gil 。・．・

嵯 峨 町

太 秦 村

松 尾 村

梅 津 村

梅 ケ 畑村

中 川 村

91　 1　 69。5

2、 i16．0
7i5 ．3

gi6 ・9

3　 1　 2．3

0iO ．0

2ggi65 ・・

lQ9　 1　 23。7

2− 4．6

25 ； 5・4

　 3　 1　 0．7

2iO ．4

資料　大正 13年 『京都 府 電話 番 号簿』 大 阪逓 信局

注 1 ）　昭和 7 年 『京都府電話番号簿　上巻』 大阪逓信局

　 2．） 注 1 ） 嵯峨 町以 下 の 行 政 区画 は 昭 和 6 年 の 京都 市 編

　 入 前 の もの で あ る 。

　 3 ） 太秦村に は 旧嵯峨野 村分 を 含む。
　4 ）　大正 13年 『京都府電 話 番号 簿 』 に は 花園 村分 を含む

　 が、昭和 7 年
『
京都府電話番号簿』 に は 花園村分の 記

　 載が な い c そ の た め 、大正13年 の 電話数か ら花園村分

　 （2 台 ）を除い て ある
。

不 明で あ る 。 しか し 、 そ の 前提 とな る嵯峨 に お け る電力供給 は 明治42（1909）

年 の 清 瀧川水力電気株 式会社 開業以 降で ある （63）。 清 瀧川水力電気株式会

杜は 葛野郡を電力供給地域 と し 、 その 営業 目的は 「電燈電力の 供給及電気

機械の 製作修繕併に 販 売」（64）で あ っ た 。 したが っ て 、 嵯峨 町お よ び 葛野郡

で は 明治末期か ら電話 ・電灯の 普及が 進ん で い っ た と考え られ る 。 表 3 は

昭和 6 （1931）年の 市 町村合併 以前 に お け る行 政区画に 基づ い て 、 嵯峨局に

属す る嵯峨町 とそ の 周辺地域 の 大正 13年 ・昭和 7 年 の 電話数 を示 した もの

で あ る 。 大正 13年は 嵯峨町 で 急激 な人 口 増加が 始ま っ て 間 もない 時期で あ

る 。 嵯峨局管内の 電話数は 131台 と極め て 少ない が 、 そ の 中で 嵯峨町が 70％

を 占め 、 他 の 5 ヶ 村 と の 違 い が 際立 っ て い る 。 それ が 昭和 7 年に な る と嵯

峨局管内の 電話数は 459台 と 4 倍 に 急増 し 、 また 嵯峨 町は 3．3倍 、 太秦村は

5．2倍の 増加 に な っ た 。
と くに 注 目 され るの は

、 嵯峨 町 ・太秦村 へ の 集 中

度が 高ま っ て い る こ と
、 電話台数の 増加率で は 太秦村に 及 ぽない もの の

、

新た な普及台数か らみ る と 嵯峨 町 に 集中 して い る こ と で あ る 。 嵯峨 ・嵐山

は 江戸時代以来 の 物見遊 山の 場所 で あ り、 明治時代 に な っ て 京都鉄道 ・嵐
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表 4　 大正 13 ・14年 の

　 職業別住民構成

米 穀　商 5

酒　 　 商 4

小
菓　子 　商

青　物　商

21

呉　服　商 1

士
金　物　商 1

冗

美　術　商 1

薪　炭　商 2

材 　木　商 23

工 木綿製造業 1

運 自 動 車 業 4

輸 運　送　業 3

サ
ー

料 理 旅 館 8

ビス 貸　 　 席 2

会　社　員 5

そ 医　 　 師 2

公　務　員 2

の 画　　 　家 1

華　 　 族 1

他 神　 　 宮 1

記 載 な し 22

計 92

資料　大正 13年 「京都 府 電話

　 番号衡 大阪逓信局

　 　 大正 14年 『日本紳士録亅

山電車軌道が 開通 した こ とに よ りその 関係は 強化

され た と もい え る が 、 年に
一
度 ある い は 数度の 行

楽の 場所で あっ た に すぎず 、 京都か らみ れば太秦

と 同様に 西郊の
一

村落で しか な か っ た 。 しか し、

京都の 都市的発展 の 影響を免れ る こ と は で きない

な が らも、 嵯峨 ・ 嵐山は 既存 の 木材産業に 加え 、

独 自の 電気事業の 展開 と近代観光業 の 発展を基 盤

に した 近代化 を 図 り、 また あ る程 度そ れ が 進ん で

い た こ とが 、 電話数の 急激 な増加 の 背景に あ っ た

と考え る こ とが で きよ 5 。

　表 4 は 大正 13 ・14（1924 ・1925）年の 嵯峨町に お

け る職業別人口構成を 示 した もの で ある 。 前出の

大正 13年 『京都府電話番号簿』 が 主資料で あ るが 、

電話未加入 の 嵯峨住民を 含め て 嵯峨住民 の 属性を

捕 らえ る た め 大正 14年 『日本紳士録 』 （65）を 加え 、

電話加入 者の 中 か ら機関 ・企 業 を除 い て 作成 した 。

全体で 92人で しか な く、 しか も職業記載の ない 22

人 を 含ん で い る が 、 嵯峨 の 主要住民 の 特色は うか

が え よ う。 と くに こ こ で 注 目 して お ぎた い の は 「そ

の 他 」 の 項で あ る 。 表中の
「会社員」 は 、 現在で

い えば 会社役員で あ る
。 例 えば地元住民の 小林吉

明 は 嵯峨銀行頭 取 ・株式会社銭屋 商会取締役 （66）、

小 松 美一 郎 は 嵯 峨 銀 行 取 締 役 ・銭 屋 商 会社 長 ・嵐 山遊 園株式会社取締

役   で あ っ た 。 また 、 秋 田鉄道株式会社取締役 を 勤 め て い た 人物 も含 ま

れ て い る。
こ の 他 、 華族は 飛鳥井恒麿 、 画家は 富田渓仙で あ る

。 職業記載

の な い 人の 中に も こ うした 企 業家や 会社役員が 含まれ て い る 。

一
例を挙げ

れ ば 、 川崎芳太郎 （川 崎造船所創立 者川 崎正 蔵の 子）が それ に 当た り、 嵯峨に

別荘を構えて い た 。 要す るに
、 地元 出身で あるか 否か を問わず 、 嵯峨は企業

家や華族 ・画家が居住 し、 あ るい は 別荘を構え る場所 に な っ て い た の で あ る 。

　 こ れ に 対 して 、 表 5 は 昭和 7 〜 11（1932 − 1936）年に か けて の 嵯峨町 に お
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表 5　 昭和 7 − 11年の 職業別住民構成

ユ

ー

2356220411422

　

　

　

　

　

　

　

　

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

跚

士

士

買

書

師

家

員

優

員

員

侶

官

主

業

し

計

轡

解
務

∵

会

弁

株

司

医

画

大

映

会

公

僧

神

地

農

記

計

そ

　
　
の

　
　
他

9622121111

1
　
　

2
　　
1
　　
1
ワ凵
　

211238212

商

業

商

業

商

商

負

商

商

　

木

木

土

材

園

材

木

請

子

　

．

　
　

　

　
　

利

　

築

材

建

竹

造

石

植

砂

硝

瓦

業

皆

業

案

造

　

　
図

製

　
　

禅

　

　

　

色

綿木

悉

友

染

業

業

　

車

送　

動

運

自

業

業

席

館

商

屋

ス

　

　

　

　

　

　

ビ

　

　

　

旅

物

置
一

理

食

　
　
　
　
　
　
サ

　

　

　

理

産

妓

他

　

　

　

　

　

　

の

料

飲

貸

料

土

芸

そ

建

築
・

土

木
・

造

園

織
物
染
色

運

輸

飲

食

サ

ー

ビ

ス

33562211131132ユ

22112U211

商

商

業

商

商

商

商

商

商

商

商

商

商

商

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

品

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

料

穀

物

子

　
　

魚

乳

肉

腐

豆

物

　
　

肉

料

食

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

他

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

米

青

菓

酒

生

牛

牛

豆

納

乾

茶

鶏

飲

そ

商

商

商

商

商

商

晶

他

服

物

具

器

貨

炭
　
　
の

呉

金

文

電

雑

薪

薬

そ

食
　

料

　
　

品

　

小

　

売

そ

の

他

日

用

品

資料・昭 和 7 年 「京都府 電 話番号簿

　　　昭和 M 年 「日本紳 士 録』

上 巻』 大 阪 逓信局

け る 職 業別人 口 構成を示 した も の で あ る 。 昭和 7 年 『京都府電 話番号簿

上 巻』 に 昭和11年 『
日本紳士録』 （68）を 加え 、 表 4 と同 じ条件で 作成 して あ

る 。 二 つ の 資料 に 若干の 時 間的 ひ ら きが あ るが 、 主要 な嵯峨住民 の 社 会的

特性 は 把握で きよ う。 大正 13 ・14年 に 比べ 記載数が 大 き く増加 し、職業 も

多様に な っ て い る 。 そ の 中 で 注 目さ れ るの は 、 画家が増 k 、 会計士 ・弁護

士 ・大学教員 ・俳優 な どが 現れ て い る点で ある 。 ま た 、 会社員の 数 も増 え

て い る 。 職業記載の ない もの の 中に 「会社員」が 含 まれ て い る 点は 大正 13 ・

14年 と 同 じで 、 由利達之助 （6g）　tsど の 名を 挙 げ る こ とが で きる 。 こ うした

こ と か ら 、 企業家や 華族 ・画家 の 居住地化 、 あ るい は別 荘地化が い っ そ う
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図 9　 嵯峨 ・嵐山

進ん で い た とい え よ う。

　大正 13 ・14年 と 昭和 7　
− ll年を比較 して 注 目すべ き点が も う

一
つ あ る 。

それ は 嵯峨 町周辺 か ら嵯峨町 へ の 転入 の 事例 が 6 例見出 され る こ とで ある 。

材木商 3例 （前住地 ：太秦 ・嵯峨野 ・生 田）、 司法代書 1例 （前住地 ：太秦）、 画

家 1例 （前住 地 ：嵯峨野）、 職業不 明 1 例 （前住地 ：嵯峨野）で 、 昭和 6 年 の 京

都市 と周辺市町村 の 合併直前 の 行 政区画で い え ば全 て 太秦村の 居住者 で あ

る 。 人 口増加が 続 く京都市か ら嵯峨町に どれほ どの 転入 が あ っ た か わ か ら

ない が 、 嵯峨町は 京都市の 人口増加の 影響か ら都市化が進み つ つ あ っ た 太

秦村か らも相 当数 の 転入が あ っ た と思 わ れ るの で あ る。
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至
花
鬮
伊
町
〔
孩
園
駅
前）

に お け る交通 路線

（3 ） 旅 客輸 送か らみ た嵯峨

　嵯峨 町 に お け る近代交通の 発展は 、 明治30（1897）年の 宗都鉄道 の 開通か

ら始 ま る 。 ま た
、 大都市近郊 で は 明治末期か ら大正期 に 郊外 鉄道 の 発達が

見 られ 、 大正期か ら昭和期に か けて は 自動車交通が発達 して い くが 、 嵯峨で

も同 じ時期に 嵐山電車軌道 ・ 愛宕 山鉄道が 営業を始め 、 大正 末期 に は 貸 自

動車業 （タ クシ
ー

事業）・乗合 自動 車業 （バ ス 事業 ）の 運 行 も確認 で きる （図 9）。

　嵯峨 ・嵐山に お け る貸自動車業 ・乗合 自動車業 の 開始 と発達過程 は 不明

で ある が 、 前掲 の 表 4 ・5 で い えぽ 自動車業が そ れ に 当た っ て い る 。 貸 自

動車業 （タク シ
ー事業）・乗合自動車業 （バ ス 事業）は 大正 13 ・14（1924 ・1925）年
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の 段階で は乗合 自動車 1 、 貸 自動車 2 、 自動車業 （経営形態不 明）1 で あ っ た 。

そ れ が 昭和 7 −一・11 （1932・一一・1936）年 に な る と貸自動車 1 、 自動車業（経営形態

不 明）1 に な る 。 こ れ だ け を み れ ぽ 嵯峨 に お け る貸 自動車業 ・乗 合 自動車

業は 減少 し 、 発達が 不十分で あ っ た か の よ うに 見え るが 、 大正末期か ら昭

和初期に か けて 嵯峨町外の 乗 合 自動車会社 が 3路線を経営 して い た 。 1社

は 嵯峨造路 町 （嵐電 嵐山駅 前）に 事務 所 を置 き 、 そ こ か ら二 尊院を 経 由 し て

鳥居本仙翁 に 至 る路線 （大正 15年 6 月開 業）と天龍寺車道か ら嵐 山 ・松尾 を経

由 して 下 山田弦馳町 に 至 る 路線 （昭和 2 年12月 開業）を経営 し、 他 の 1社 は 花

園伊町か ら太秦を経由し渡月橋北詰に 至 る路線 （昭和 3 年 9 月開業）を 運行 し

て い た （70）。 しか し 、 車両 1 台 あた りの 定員 は 最大12人 と旅客輸送 能力は

ま だ 低 く、 両社 の
一

日の 運行便 数 は 不 明で あ るが 、 観光用 の 旅客輸送 は鉄

道 に 大き
F
く依存 して い た こ とは 明 らか で ある 。

　嵯峨 ・嵐山で は 京都市 と合併す る 以前に 京都鉄道 （明治40年 国有化）・嵐

山電車軌道 ・愛宕 山鉄道 ・新京阪鉄道 （京阪電軌）の 4社が 運 行 して い た 。

以 下 で は 、 嵯峨嵐 山に お け る観光産業 と の 関わ りか ら新京阪鉄道を 除 く鉄

道会社 3 社の 降車人数に 焦点を 当て
、 京都 ・嵯峨 聞の 旅客流動を概観する 。

もち ろん 降車人 数の すべ て が 観光客で は な い 。 しか し、鉄道 を利用 した観

光客数の 上限 とい う意味は認め られ よ う。

　図10は 二 条〜亀 岡聞の 各駅 に お け る 降車人数の 変化を 、 京都鉄道開業の

翌年 の 明治31（1898）年か ら昭和 11年 ま で 示 した もの で ある 。 なお 、 京都駅

の 降車人数は東海道線の 降車人数 とあわ せ た もの で あ るた め
、

こ こ で は 扱

わ な い
。 資料を 欠 く年 もある が 、 明治年間の 降車人数は 全体的に 増減が 激

し く、 明治42（ユ909）年か ら大正 3 〜 5 （1914〜1916）年に か けて 各駅 と も急 激

な減少 を示 して い る 。 こ れ は 主 に 明治43（1910）年 に 嵐電が 開業 した こ と に

よる利用客の 減少で あ っ た と 思 わ れ る。 しか し、 各駅 と も大正 3〜 5 年を

境に 増加に 転 じ 、 降車人数の 伸び に 駅 ご との 違い は あ る もの の
、 よ く似た

増加傾 向を示す よ うに なる 。
こ の 間の 変化を駅 ご と に み る と 、 大正 4 年に

二 条駅 ・太秦駅 ・亀 岡駅で 、 昭和 3 （1928）年 に は 各駅 と も
一

時 的に 増加 す

るが 、 と くに 二 条駅 と嵯峨駅 の 降車人数の 増加が大きい
。 大正 4 年は 大正

天 皇の 即位の 大礼が 、 昭和 3 年は 昭和天 皇の 即位の 大典が 京都で 行わ れ た
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　 　 　　 　　 　 図 10　山陰線駅 （二 条一亀岡）の 年間降車入数

資料　　『京都府統計書』

注 1）　明治 38・39年、お よび明 治44年 は 資料が 得 られ なか っ た。
　 2）　京 都 ・嵯峨 間 が 山陰線 に な る の は 明 治40年の 京 都鉄 道 国有 化以 降で あ る が 、便宜上 山陰線で 統

・一
し た。

　 3 ）　亀岡駅の 開業は 明治32年 8 月で 、亀 岡駅 の 降車人数は 同年 5 ヶ 月 間の もの で あ る。

年 で あ り、 同時に 博覧会 も催 され て い た 。 こ うした諸行事の 開催に と も な

う来京者の 増加が 太秦や 嵐山に お け る 降車人数の 増加を もた らした もの と

思わ れ る 。

　 嵯峨駅 に 注 目 して み る と 、 大正 4 年の
一

時的増加が太秦駅 で 見 られ な が

ら嵯 i哦駅 に は な く、 昭和 3 年に な っ て
一 時的増加 が あ っ た 。

こ の こ と は 、

大正 4 年の 時点で は 来京者の 観光行動が 嵯峨 ま で十分及 ん で い なか っ た こ

と を示唆す る もの で あ ろ う。 また 、
二 条 ・花園 ・ 亀 岡の 3 駅 の 降車人数 は

明治末年か ら大正 前期 に なる と 明治30年代前半の 最多 降車人数 を安定 的に

超 え る よ うに な る が 、 嵯峨駅 だ け は 昭和 11 （1936）年 ま で また なけ れ ぽ な ら

ない
。

　
一 方 、 嵐電 の 年 間乗客 数は 大正 元 （1912）年で 102万 6 千 人 余 り、 大正 6

（1917）年に は 150万 人 を超 え る が 、 京都電燈 の傘下 に 入 っ た 大正 7 （1918）年
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資

注

昭　 　 　 　 　 　 　 昭 　 　 　 　 　 　 　 　 　 昭 　 　 　 　 　 　 　 昭

袈　　葦　　 鑿　　鑿
　　図 11　嵐電主 要駅 の 年問降車人数の 変化

「
京都府統計書』

昭和 5 ・6 年は 降車 人数の 記 載が なか っ た。
　 嵐 山電 車軌 道 は 大 正 7年 に 京 都 電燈 に 合併 され る が 、便 宜 呼称を 嵐 電 の

　 略称で 統
一

した 。

3）　嵯峨駅前駅 は 開業か ら昭和元年ま で 嵯峨停車場前駅で 、昭 和 2 年に 嵯峨

　 駅前駅に 改称 された が、便宜 上 嵯峨 駅前駅で 統
・
した 。

4 ）　嵐電 に は 他 に 三 条 口 ・山之 内 ・蚕ノ 杜 ・嵯峨野 （現 ・有栖川 駅 ）・車折神

　 社裏 （現 ・車折）の 各駅 が あ り、昭和 12年統 計 か ら壬生駅 が 加わ るが、乗降

　 人数 が 少 な い た め 省略 した。

以 降に な る と さ

らに 乗客数を伸

ば し 、 大 正 8・

（1919）年 に は

200万 人 を 超 え 、

大正 11 （1922）年

に は 300万 人 を

超 えて い る 。 嵯

峨駅 の 降車人数

が 大 正 3 〜 5

（19ユ4・・一　1916）年

ごろ まで 減少を

続けて い た こ と
、

そ して 旅客輸送

人数の 大 きな 違

い を考え る と 、

嵐電 開業以降 の

嵐山へ の 主要鉄

道が嵐電に 変わ

っ た こ とが わ か る 。 大正 末期か ら昭和初期の 乗客数に 関す る資料は ない が 、

四条大宮駅 の 乗客数 で見 る と昭和 7 （1932）年に 前年 の 103万人余 りか ら161

万 人 へ と 余 り大 きく増加 した 点が 注 目 され る 。 四 条大宮駅 の 乗車人数は 昭

和 3 年の 171万 人を ピー
ク に 減少 し て い た が 、 京都市へ の 編入直後か ら乗

客数を大 き く伸ばす こ と に な っ た の で あ る 。

　 四 条大宮 駅 に お け る乗車人数の 動 向は 嵐 山駅の 降車 人数に 大 きな影響を

及ぼ し て い る （図ll）。 そ して 、 嵐山駅 に お け る 乗車人数は 降車人数に 大き

な差は ない （図12）こ と か ら、 統計的に は 四 条大宮か ら乗車 し 、 嵐山駅 で 降

車 した 人 々 が 帰途に も嵐電 を利用 し 、 四 条大宮駅 に 戻 っ て い っ た と い うこ

とに な る 。 嵐電利用者 の 急増に 京都市に よ る嵯峨 町の 編入が どの よ うに 影

響 した の か を 検証す る こ と は 難 し い が 、 結果的 に 嵐山駅 に お け る京都市編
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　 　 　 　 　 　 図 12　嵐電 ター
ミナル 駅 の 乗降車人数

資料　 「京都府統計書』

注 1） 1召和 5 ・6 年は 降車 人数 の 記 載 が な か っ た。
　 2）　嵐山電車軌道は 大正 7年に 京都電燈に 合併され るが、便宜呼称を嵐電 の略称を用い た 。

入 後 の 降車人数 の 増加 は 嵯峨 ・嵐 山の 観光産業 に と っ て も大 きな影響を 及

ぼ した と思 わ れ る 。

　 ま た 、 昭和 4 （1929）年に 開業 し た 愛宕山鉄道（711の 乗 降客数を 示 した の が 、

図13で ある 。 昭和 7 年に 大 きな減少 は ある が 、 そ の 理 由は 不明で ある
。 ま

た 、 開業か ら昭 和 14 （1939）年 ま で 年 間20万 人前後 の 人 々 が 愛宕山鉄道嵐 山

駅 で 乗車 して い たが 、 昭和 7年 まで は 清瀧駅 の 降車人数 との 差が大 きく、

途中駅 で 降車 した人々 が相当数い た こ とを示 して い る。 昭和 7 年以 降に な

る と以 後嵐山駅 の 乗車人数 と清 瀧駅の 降車員数が 近似す る よ うに な り、 清

瀧川駅 の 索道線乗車人数 もこ れ に 連動す る よ うに な っ て い る こ とか ら、 昭

和 7 年以降に 鉄道線
一

索道線 と い う観光ル
ー

トが定着 した と い え よ う。 し

か し、 愛宕山鉄道嵐山駅 の 乗車人数は 嵐電嵐山駅 の 後者人数に 比 べ れ ば 15
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　 　　 　 　　 　 　 図 13 愛宕山鉄道の 年間利用状況

資料　　
『
京都府統言1書 J

注） 昭和 4年 は 鉄 道 線 が 4 月ユ2日か ら12月 3ユ日 ま で 、索 道線 が 7月25 日か ら 12月31日 ま で の 乗降者数で あ る。

〜 17％に 過 ぎず 、 昭和 7 年以 降大きく増加す る こ と もなか っ た 。 昭和7年

の 乗 降客 の 急増 と そ の 後 の 伸 び の 停滞は 嵐電 嵐山駅 の 降車人数の 動向 と き

わ め て 近 く、 そ の 影響を こ うむ っ て い た こ とは 明 らか で あ る 。 さ らに い え

ぽ
、 愛宕山鉄道の 利用 者 の 増減 は 四条大宮駅に お け る乗車人数に 左 右され

て い た とい え よ う。

（4） 考察 内容 の 整理 と課題

　郊外に 住み 、 都市 へ 通勤す る とい う生 活ス タ イル が 京都で 普及 し始め る

の は 、 1920年代 か らで あ る と い う（72）。 嵯峨 町が 人 口 の 急激 な増加を経験

した の もち ょ うど 1920年代 で あ っ た 。
こ こ で は 、

こ うした 時期に もち あが

っ た 京都市 と周辺市町村の 合併に 関す る京都市長 と市役所 地方課の 考 え方

を手が か りに 三 つ の 問題 を 設定 し 、 検 討 して きた
。 現段階で そ の す べ て に
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十分 な答えが 準備で きた わ けで は な い が 、 検討結果を今後の 展望 ・課題を

含め て 以 下に ま とめ て お く。

　 1． 嵯峨 町に お け る 大正 9 （1920）年 か らの 急激な人口 増加 は 、 単に 京都

　 　市 か らの 流出人 口の 転入が 増加 した だ け とい うの で は な く、 隣i接 す る

　　太秦村か らの 転入 が認 め られ た よ うに
、 周辺村落か らの 転入 も無視で

　　きない 大 きさに なっ て い た 可能性が ある 。

　 2 ． 元か らの 居住者を除け ば 、 嵯峨 町で確 実 に 増加 して い っ た の は 会社

　 　員 （会社役員）や 画家な どの 芸術 家 、 大学教 員 で あ っ た 。 こ れ らの 人々 は 、

　　例えぽ北 白川が そ うで あ っ た よ うに
、 郊外住宅を志 向 した 階層に 属 し

　　て い る 。 人は なぜ 郊外を志向す る の か 、 石 田潤
一
郎は その 理 由と して 、

　　  健康志 向、   農村志 向 、   経 済的理 由嫁 賃 ・税 金）の 3点を挙 げて

　　い る   。   に つ い て は わ か らな い が 、   ・  に 適 う場所 と し て 嵯峨

　　が彼 らの 目に 映 っ て い た とい うこ と で あ ろ う。 た だ 、 嵯峨は 下 鴨や北

　　白川 の よ うな 明確な計画の 下 で 宅 地が 整備され 、 分譲 され た住宅 地 で

　 　 は ない
。

　 3 ． 郊外住 宅に 住む 人々 は 郊外 に 居住 し て 通勤 し 、 都市 で 働 くと い う新

　　 しい 生活ス タ イル を作 り上 げ て い っ た が
、 彼 らは 基 本的に 都市生 活者

　　で あ る 。 した が っ て 、 嵯峨が 郊外住宅地 と して 成 り立つ た め に は 都市

　　的 な生活環境 の 提供 が不可欠 で あ る 。 その 意味で 、 明治30年代に 始 ま

　　っ た 嵯峨 に お け る 電気事業は 重要 な役割を果た した と思わ れる 。

　 4 ． 郊外住宅の 成立発展 に 都市 と郊外を結ぶ 郊外電車が大 きな役割を果

　　た した こ と は よ く知 られ て い る 。 嵯峨 の 場合 、 明治40年代 に 開業 した

　　嵐電は 観光鉄道 と して 性格を強 く帯び て い た が 、 嵐電の 旅客輸送量は

　　山陰線 よ りは る か に 大 き く、 通勤用 の 郊外電車 と して も大 きな役割を

　　果た した と思わ れ る 。 しか し、 郊外住 宅地 と して の 発展は 直ち に 嵯峨

　　の 都市的発展に つ なが る もの で は な い
。 郊外住宅を志 向す る理 由の

一

　　っ に 農村志向が あ っ た よ うに 、 郊外住宅は 非都市的な存在で あ る 。 オ

　　ギ ュ ス タ ン ・ベ ル ク は 田舎 と して の 郊外に お け る住 宅地 の 発達を 「屋

　　敷 の 論理 」 と 「下 町の 論 理」 で 説 明 した （74）が 、 郊外住 宅は 「屋敷 の

　　論理 」 に属す る もの で あ る。 大正 9年以 降の 嵯峨町 の 急激な 人口増加
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　　の 背景に は 、
こ の

「
下 町の 論理」 に 基づ く都市化 も含まれ て い た と考

　　え るほ うが 適 当で あろ う。

　 5 ．嵯峨 町は 既存 の 木材 業 （製材業）だ け で な く 、 近代 的観光産業の 発展

　　を独 自に 図 っ て きた 。 京都市の 発展に と も な う受動的都市化で は な く、

　　自律的に 都市を形成 し よ うとす る意思 と能力を備え て い た
一

中心地で

　　あ っ た と も言え る 。 電話 と い う近代 的通信 手段 の 発達 ・普及 と鉄道 と

　　い う近代 的高速大量輸送手段 の 発達は 地理的距離 を 時間距 離に 置 き換

　　え短縮す るが 、 そ うした 嵯峨で あ るか ら こ そ 京都市 の 発展に と もな う

　　人口増加が顕著に な る 以前か ら京都 ・嵯峨間の つ なが りは こ の 二 つ の

　　近代 的手段を 通 して 強化 さ れて い た 可能性 を 考え て お くこ とが 必要 で

　　ある 。

　 6． 嵯峨 ・嵐山 に お け る観光の 盛衰は 、 嵐電四 条大宮駅 の 乗車数の 変化

　　が 嵐山駅 の 降車数の 変化に その ま ま表れ る こ とか らわ か る よ うに
、 京

　　都市民の 動向に左右さ れ て い る 。
こ の こ とは 、 京都市民 の 動 向が 嵯峨 ・

　　嵐 山の 観光産業に 大 きな影響 を及ぼ す よ うに な りつ つ あ っ た と い 5 こ

　　 と で もあ る 。 また 、 嵐電 の 旅客輸送量の 大 きさ と輸送量 の 増加か ら 、

　　京都市民 に と っ て 嵯峨が 身近 な観光 ・行 楽の 場所に な りつ つ あ っ た と

　　思 わ れ る 。

　今後の 展望 ・ 課題 を 含む とは い え 、 具体的な検討 は 不十分 な ま ま の 整理

に なっ て い る 。 なか に は 資料 の 欠如か ら検討不可 能な点 もあ ろ う。 しか し
、

嵯峨 ・嵐 山の 近代化 を考え る上 で の 予備 的 な検討に 基づ く もの で あ る点 を

考慮 して 、 寛恕 を お 願 い した い
。

（5） 小　　括

　郊外住 宅の 志 向は 健康志 向 ・農村志向の 点で そ の 原 形は 別荘 ・別宅 に あ

る とい う  。 しか し 、 別荘 ・別宅は 非 日常的な
一

時的滞在場所で しか な く、

その 所有者は 基本 的に 都市生 活者 で ある 。
こ の 点は 郊外住宅 の 居住者 も同

じで ある 。 ま た 、

一時 的滞在 と い う 点か らい えば 、観光客 も同 じ で あ ろ う。

　今回は 検討 の 手 が か りと して 昭和 6 （1931）年の 市町 村合併に お け る 京都

市側も検討内容か ら始め た が 、 郊外の 近代化 ・観光地化を取 り上 げる と き、
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大都市側 ある い は 観光客側 か らの 検討に 陥 りや すい
。 嵯峨 に 限 らず 、 あ る

地域の 近代化 ・観光地化を考え る場合に 重要 な こ と は 、 そ の 場所を 日常的

な生活場所 とす る人 々 に と っ て の 近代化 ・観光化 、 さ らに い え ぽ
＝

時的滞

在者を 含め て あ る 時点で 空 間を 共有す る 人 々 の 環境 と して の 場所の 近代

化 ・観光化を考察す る こ とで あろ う。 は た し て そ こ ま で の 考察が で きるか

ど うか 、 現時点 で は わか らない
。 しか し 、

こ れか ら先の 目標 と して 、 また

当面の 課題 を考察す る 上 で の 指針 と して こ の 点 は 肝 に 銘 じて お きた い 。

lV　観光地 と して の 嵯峨 ・ 嵐山 と そ の 変化

　　　　
一

大正 〜昭和初期を 中心 と して
一

（1） 序

　嵯峨 嵐山と言 え ば
、 天 龍寺や 清凉寺な ど の 寺 院を代表 と した 歴史的景

観や 大堰 川 （桂川 ）・小 倉山な どの 自然を資源 と した 京都市郊外の 観光地 と

い うイメ ー ジが思 い 起 こ され る の で は ない だ ろ うか 。 確か に 、 嵯峨 ・嵐 山

は 観光地 と して 有名で あ り、 現在の 京都市 に お け る観光調査 （76）に よ る と

京都市を訪れ る観光客全体の 13〜 19％が訪れ て お り 、
こ れ は 清水寺に 次 ぐ

第 2位を 占め て い る （平成 11− 16年次調査）。 さ らに 昭和30年代に は 『嵐山 ・

高雄観光客実態調査報告書』 （77）が発行 され て い た こ とか らも戦後に は 既に

観光地 と して 注 目されて い た こ と が明 らか で ある 。

　 しか し 、 嵯峨 ・嵐山で は 上地 され た 広大な 寺院境 内地 が 開発 され て 近代

景観 へ と変貌 して い っ た と い う経緯が あ り、
こ の 変化 を無視する こ と は で

きな い 。 そ こ で 、 本章で は 戦前の 職業構成の 変化や商工 業・料理旅館業な

どの 分布か ら嵯峨 ・嵐 山の 姿を描 きだ し、 近代 以 後の 土 地利用 の 変化 を 明

らか して い きた い 。

（2）　 嵯峨町に お け る職工 数 ・戸 数 の変遷

  明 治 期

　既 に 述べ た よ うに 、 嵯峨 町の 人 口が 急激 に 増加す る の は 、 京都鉄道や嵐

山電車軌道が 開通 した 時期 よ りもや や 遅れ 、 大正 9 （1920）年以降 の こ と で
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あ っ た 。 そ こ で 、 明治〜 昭和初期に お ける 嵯峨町 の 職工 数の 変化を 通 して

み た嵯峨町の 産業構造 的な特色を明 らか に して い く。

　 まず 、 大正期 よ りも前 の 状況 を把握 して お く必 要が あろ う。 明治初期 に

お け る当該地域 の 状況 を知 る こ と が で きる資料 に 『葛野郡村誌』 （『
京都府

地誌』）が あ る 。
こ れ に よれ ぽ 、 天 龍寺村は 総戸 数153戸 ・人 口691人 儂 業91

戸 ・工 職 8 戸 ・雑業49戸 ・商業 13戸）、 下嵯峨村は 総戸 数307戸 ・人ロユ284人儂

業90戸 ・工 職20戸 ・力作 73戸 ・商估85戸 ・捕魚 36戸）とな っ て い る 。

一
方で 、 上

嵯峨村 は 総戸 数411戸 ・人口 1878 人 と あ る もの の 、 民業に 関す る 記載 が み

られ ない （78）。

　天龍寺村 ・下 嵯峨村の 物産 の 項目を み て い く と
、 両村 と もに 製茶 ・竹 ・

各種農産物が挙 げ られ 、 その 多 くを 京都 や大阪 へ 輸 送 して い た と ある 。 18

世紀末の
『都名所 図会』 に 天龍寺村 の

一 部が描か れ て い る が 、
こ の 地区 （大

堰川北岸）に は 三 軒茶屋 の 他に 寺院 の 敷地がみ え る の み で
、 旅人が 通行す る

街 道沿い に す ら民 家 は み られ な い （7g）。
こ うした 点 と 明治 初期 に お け る 天

龍寺村は 全 戸数の 半数以上 を農 業戸 数が 占め て い た 点か ら、 天龍寺村は 農

村 的な性格が強い 村で あ っ た と み て よ い で あろ う。

　 こ れ に 対 して 下 嵯峨村は
、 農業戸数は 天龍寺 と ほ ぼ 同数で あ っ た もの の

、

全戸 数の お よそ 3 分 の 1 に す ぎなか っ た 。 そ れ は 力作 （肉体労勧 と 商估 （商

業）で 過半を 占め て い た た め で あ る 。
こ の 2 つ の 生業の 中に は 、 下嵯峨村

の 主要 な産業で あ っ た 材 木業 や それ に 関係す る 生 業 に 就 い て い た 人 も含ま

れ て い た と考え られ る 。 こ の よ うに 、 下 嵯峨村は 農村 と して の
一 面 を持 ち

つ つ
、 商 ・工 業的機能 も有 して い た 。 後者は 材木業が 中心 的位置 に あ っ た

と考え られ 、 桂川に 面 した 下 嵯峨五 島町の 溜池が 筏保管所 と して 利用 され

て い た こ と か ら も、 河川 沿い に 商 ・工 業 の 多くが展 開 され て い た の で あ

ろ う。

　上嵯峨村で は 民業 ・物産が 記載され て い な い た め 当時の 状 況を 正確に 知

る こ とは で きない
。 上 嵯峨村は 上 記の 2 村 と比べ て 広大な面積を有 し 、 大

正期以後も市街地化 し て お らず 、 その ほ とん どが 農地で あ っ た 。 また 他 の

村 に は み られ な い 牛馬 を多数所有 して い た こ とが 『葛野郡村誌』 に 記載 さ

れ て い る た め 、 農民が 多 くい た もの と考え られ る 。 しか し 、 清凉 寺門前 の
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景観を 示す 史料 に は 、

「上 嵯峨　今清 凉寺門前 と 云 う。 此 の 所 、 茶所旅籠

屋多 し 。 」 （『山城 名跡 巡 行志』 宝暦 4 年〉（80＞、
「中院町 　四 足 門の 西は た こ や

あ り。 」 （『洛西嵯峨名所案内記』 嘉永 5年）（81）、

「
井頭町　は た こ や あ り。 」 （同）、

「釈迦堂前旅籠屋十五軒焼亡 。 」 （『月堂見聞集』 享保 7 年）（82）な ど と あ り、 18

世紀半ば か ら江戸時代末 ま で 清凉寺 （釈 迦堂）門前 に は 多くの 旅籠屋が 存在

して い た こ とが 分か る の で あ る 。 清凉寺 門前 は 二 尊 院門前 ・鳥居本 ・清滝

を通過 し 、 愛宕山へ 至 る愛宕参 りの ル
ー

ト上 に あた り、

『都名所図会』 か

らは 近世の 清凉寺門前に お い て 旅人の 往来が非常に 激 しか っ た 様子を うか

が い 知 る こ とが で きる （83）。
こ れ らの 点 を 勘案す れぽ 、 近 世 に お け る 上 嵯

峨村は 商業的 な機能を有 して い た と考 え られ る の で あ る 。

  大正〜 昭和初 期

　 こ の 後 、 嵯峨町 （嵯峨村が 町制を布い た の は 大正 12（1923）年の こ とで あるが 、

こ こ で は 嵯峨 町 と 呼称を統
一

す る こ と とす る）の 職業構成 を 示す 資料 は 管見 の

限 り、

『大 正七 年京都 府統計書』 （以下 、

『
府統計書』）（84）　 ・ 『昭和 七 年京都市

第二 十 四 回統計書』 （以 下 、

「
市統計書」）（85）

・ 『京都市隣接市町村編入 二 関

ス ル 調査概 要』 （以下 、 『調査概要』）（8のに 限 られ て い る 。 しか し、 明 治初期

と異な り合併 後 に あた る た め 、 旧村 ご と の 状況 を把握す る こ とは で きな い
。

なお 、 前 2者 と後者 と で は 資料 の 性格が異 な っ て い る た め 、 統計上 の 違い が

あ らわ れ て い る （87）。

一
つ は 無職業及職業不詳の 人 口数が全 く異 な っ て い

る こ とで あ り（88）、 も う
一 点は 性別 ご とに 職業別 人ロを 表 して い るか 否か の

違い で ある （8g）。 そ の た め 、 両者を 表 6 ・表 7 に 分け て 掲載す る こ と と した 。

　先 に 挙 げた 『葛野 郡村志』 と 大正 7 （1918）年の 職業別 人 口を比べ る と 、

大 きな変化は 見受け られ な い 。 明治初期 の 嵯峨 町域全体 の 状況を把握す る

こ とは で きな い が 、 天龍 寺 と下 嵯峨 は 農業181戸 、 商業98戸 、 工 業10ユ戸で

あ っ た 。 上嵯峨は 農業 ・商業的機能を共に有 して い た こ とは 既に 述べ た と

お りで ある が 、 明治初期 の 上 嵯峨村全411戸 の うち の 多くが こ の 2 つ の い

ずれ か の 機能 に 属 して い た と考 え られ る 。 そ の た め 、 明治初期の 嵯峨町全

体 の 産業 は 農業を 主体 と しつ つ 、商業 ・工 業が こ れ に 続 く と い うもの で あ

り、

−
k れ は 大正 7 年に お い て も同様で あ る 。

　次に
、 大正 7年 と昭和 5 （1930）年 とを 比 較す る と人 口 が お よそ300Q人増

45

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bukkyo University

NII-Electronic Library Service

Bukkyo 　 Unlverslty

表 6　嵯峨町職業別人口 （市統計書 ・府統計書）

T7 S5
業　 　種

人 　口 世帯主数 人　口 世帯主数

農　　　　 　　　　 業 ll47 381 792 冖

漁　業 　 （水 　 産　業） 16 7 6 一

（鉱　　　 　　　 　業） 一 一 24 一

工 　　 　　　　 　　 業 325 176 705 一

商　　　　 　　　　 業 742 297 930 一

（交　　　通 　　　業） 一 一 384

（公　務　 自　 由　 業） 一 一 425 一

（家　事　使 　用　 人） 一 一 231 一

庶 業 （その 他 の 有 業 者） 629 283 126 一

無職業及職業不詳 （無業） 2871 49 5325 一

合　　計 5730 1195 8968 一

注〉 業 種 内 の （ ）無 は
「大 正七 年 京 都 府 統 計 書』、（

　 計書』 の 分類に 基づ く。

）有 は 『昭 和 七年 京都 市 第 二 十 四回 統

表 7 　嵯峨町職業別人口

　 　 （調査概要）

T9
業 種

人　 口

農 業 1859

水 　 産 業 4

（鉱 業） 一

工 業 ll9ユ

商 業 1325

交 　 通 業 79

公務及 自由業 475

（家事使用人）
一

其 他 965

無 職 283

合 計 6181

加 し 、 職業構成は それま で と全 く異な っ て い る 。

わ ずか 12年間の こ とで ある が 、 昭和 5年 の 職業

構成 は 大正 7年 ま で の 農業を主 体 と して い た 構

成 と は 全 く異な る もの と な っ て い た の で あ る 。

　大正 7年に お け る 農業は 商業 ・工業を合わ せ

た 人 口 を上 回 っ て お り 、 嵯峨町の 多くの 人 が 関

わ る 業種 で あ っ た 。 しか し昭和 5 年に なる と 、

農業人 口は 大正 7 年の お よそ 3分 の 2 に ま で 減

少 し 、
こ れ に 代わ っ て 商 ・工 業の 人口が増加 し

て い る 。 商業人 口 は こ の 時点で す で に 農業人 口

を大 き く上 回 り、 工 業 人口は それ 自体が 2倍 以

上に ま で 増加 した こ とに よ っ て 農業 人口 と そ れ

ほ ど大差ない もの とな っ て い る 。
こ れ らの こ と

か ら、 嵯峨町の 産業構造は 急激に 変質し て い き 、

大正 〜昭和 初期 に は 商工 業を主体 と した 地域 へ
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と急速に 変貌を遂げて い っ た と考え られ る 。

　ま た 昭和 5年か らは 交通業や 公務 自由業 な どの 項 目も掲載 され る よ うに

な る 。 そ の うち の
一

つ で あ る交通業に 関 して 、 大正 9 （1920＞年の 状況 を 示

した表 7 を合わ せ て み て い くこ と とする 。 表 6 と表 7 の 資料の 性 格の 違い

に つ い て は すで に 述べ たが 、 そ うで あ っ た と して も大正期後半か ら昭和初

期 に か け て 交通業に 携わ る 者が 急激に 増加 して い る こ とを指摘す る こ とが

で きる 。 なぜ な らぽ 、

『調査概 要 』 は 職業不詳 の 項 が無 く、
こ こ に 記 され

た 人数を 超え る こ と は な い と考え られ るた め で ある
。

　 こ の よ 5な交通業は 、 大正 7 年の 時点で は こ の 項 目が無い た め 詳細は 分

か らな い が 、 大正 9年に は 交通業者79人 を 確認す る こ とが で きる 。 さ らに

昭和 5年 に なる と 大正 9年の お よそ 5 倍の 384人に まで 増加 して い る 。 増 減

率か らみ れ ば
、

こ れ は 他 の 業種 を大 き く上 回 る もの で あ る 。

（3 ）　 大正〜昭和初期に お け る商 ・工 ・料理旅館 業の 分布

  商 工 業

　 嵯峨 町は 大正後半か ら昭和初期 に か け て 人口が増加 し、 職業構 成が 変化

して い っ た こ とを 述べ たが 、
こ こ で は こ の 嵯峨 町の 住民の 生業が ど の よ う

に 分布 して い た の か をみ て い くこ と とす る 。

　嵯峨 ・嵐 山に お け る住民 の 生 業 を示 した 資料 は 限 られ た もの しか ない
。

まず挙 げ られ る もの が 商工 人名録 に 類す る資料 で あ る 。 こ れ らは 一 定額以

上の 所得税 ・営業税を納め た 者 しか 載せ な い ため
、 情報量 が非常 に 少な い

。

こ れは 言 い 換えれば 当時の 嵯峨町の 主 要商工 業者が 示され て い る こ と に な

る が 、 材木業や料理 ・旅館業以 外の 記載が ほ とん ど み られ な い もの とな っ

て しま う（go）。 た と えば 、 大正 3 （1914）年 5 月現在の
『
日本全国 商工 人名

録J （gユ）に よれ ば 、 当時の 嵯峨村に は 酒造並 二 販売業 1軒 ・薪炭商 1 軒 ・材

木商 9 軒 ・料理 附旅人宿業 5軒 ・銀行 3 軒が確認で きる 。
こ れ を見て も 、

当時の 主 要産業が材木商 ・料理 旅館業で あ っ た こ と が分か る 。 しか し 、
こ

の 情報量 で は 嵯峨 ・嵐山の 現 実に 展 開 されて い た 空間の 姿を描 きだ す こ と

は 難 しい
。

　 こ の よ うな 問題 点を 解決す るの が 大正 13（1924）年 の 『電話番号 簿　京都
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府』 似 後 、

『大正 13年電話番 号簿』）、 及 び 昭和 7 （1932）年の 『京都府電話番

号簿』 上 巻 似 後、 『昭和 7 年電話番号簿』）で あ る （g2）。 た だ し 、

『大正 13年電

話番号簿』は 住所 が大字 ま で しか 記載 さ れて お らず 、

『昭和 7 年電話番号簿 』

は 小 字の 記載ま で に 限 られて い る 。

　 まず 、 前節に お い て 明 らか に す る こ とが で きなか っ た 生業 ご と の 地域的

な偏 りの 有無 を 明 らか に す る た め
、

こ れ らを 用 い て
、 大字 （旧村域）ご と の

商業 ・工業 ・料理 旅館業の 軒数を 示 した （表 8 ）（g3）。 当時の 全商工 業者が 電

話に加入 して い た とは 考えに くく、
こ の 軒数が 当時の 嵯峨嵐 山の 状況をそ

の ま ま反映 した もの で は な い こ とは 明 らか で あ るが 、 そ れ ぞれ の 大字 に お

け る商工 業分布 の 傾向を つ か む こ とは 可 能で あ ろ う。

『商工 人 名録』 が 納

税額を指標 と して 記載され て い た の に 対 して 、

『電話番号簿』 に 載せ られ

た 電話加入者に は こ の よ うな絶対 的な指標は 無い が 、 電話 を所有 して い た

人は 一定以上 の 経済 的状況に あ っ た もの と考え られ る た め で あ る 。

　 まず大正 13年の 状況 をみ て い くと 、 商業が全体の 50％以上 を 占め て お り、

全 40軒の うち天 龍寺 と下 嵯峨だ けで 39軒を数え る。 そ の うち31軒は 下 嵯峨

に 立 地 し 、 21軒が材 木商で あ っ た 。
こ の こ とか ら も材木業は 嵯峨 ・嵐山全

体 の 主要産業 で あ っ た こ とが 分か る 。 こ れ に 次 い で 、 米穀 ・青物 ・酒 な ど

の 食料品や金物 ・薪炭な ど の 日用 品販売業が残 る商業の 大半を 占め
、 金融

業 （銀行）が 若干み られた 。
こ の 時点で は 名物並百貨商や 土 産物商な ど は ま

だ み られ ない
。 なお 、 工 業は 印刷業 お よび 木綿製造業が 天 龍寺 と嵐山に ユ

軒ず つ み られ る 。

　昭和 7 年に な る と 、
こ の 時期の 急激 な 人 口増加に 合わ せ る よ うに 『電話

番号簿』 記載者の 総数 自体も大幅に 増え て い る 。
こ の うち天龍寺を 中心 と

して 業種 ご との 分布を示 した もの が 図14で あ る 。
こ れ は 天 龍寺全域 と上 嵯

峨 ・下 嵯i哦 ・嵐山の
一 部を 示 して い る に 過 ぎない が 、 そ の 中で 『

昭 和7年

電話番号簿』 全 198軒の うち 139軒を数え て お り、 嵯峨 ・嵐山全体か らみ て

も中心的な地域 で あ っ た とい え る 。

　大字 ご と に商工 業 の 分布を み て い くと 、 上 嵯峨で は 清凉寺門前を 中心 と

して い た こ とが分か る 。 商業は 日用 品 ・食料品商 の み で 構成 され 、 工 業は

ほ とん どが建築関係で あ っ た 。 天 龍寺で は 商業が 嵐山駅 、
工 業が 嵯峨 駅 の
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　表 8　 大字 ご と の 商 ・工 ・料理旅館業業者数

Tl3 S7
大字 業種

件数 i割合 （％） 件数　…割合（％）

天龍寺

商　 　 　 業

工 　　　 業

料理 ・旅館業

そ　 の 　 他

8i1

　　｛

5i

・3i

3041947 36 …
6　　312

…
24 …

4681531

　 　 計

不　 　　　明

27　　18i

　 　 l

100 77　　127i

　 　 ［

ユ00
一

上 嵯峨

商　　　　業

工 　　　 業

料理 ・旅館業

そ　 の 　 他

1　　11i

・ i5
　　1

　 　 1

1414072 20　　15i

。 i10
　　［

　 　 ［

5714029

　 　 計

不　 　　　明

7i5

　　1
　 　 1

100
一

36il7

　　［
　 　 　

100

『

下 嵯峨

商　 　　　業

工 　　　 　業

料理 ・旅館業

そ　 の 　 他

31iO

　　llili

94033 47i2

　　13igi

773515

　 　 計

不　 　　　明

33　　1

。 i100一

61　　［

、41
　 　 ト

100
一

嵐　山

商　 　 　 業

工 　 　　　業

料理 ・旅館業

そ　 の 　 他

・ i
。 i7
　　1

・ i

　 0

　 0100

　 0

5　　22il215

　　2
　 　 ［

218502

ユ

　 　 計

不　 　　　明

7il

　　l
　 　 I

lOO
一

24 ［
2　　1

　 　 「

ユ00
一

合　計

商　 　　　業

工 　　　 　業

料理 ・
旅館業

そ 　 の 　 他

40　　12i

・3i

・gi

5331826 ・。8 ［
15　　127i

48 ；

5481424

　 　 計

不　 　　　明

74il4

　　1
　 　 1100

一

・98i60

　　1
　 　 　

ユ00
一
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図 14　商工業 ・料理 旅館業 の 分布 （昭和 7 年）
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周辺 に 分布 して い た 。 特 に 造路町で は大正 13年に は み られ なか っ た 土 産物

商が 現れて い る 。 造路町 の 中で も嵐山駅 の 南側 は 昭和 に 入 っ て か ら開発 さ

れ始め た 場所 で あ り、 渡月橋 へ 向か うル ー ト沿 い に こ の よ うな業種がみ ら

れ る よ うに な っ た もの と推 測 され る 。 下 嵯峨 で は そ の ほ と ん ど を 商業が 占

め て い た 。 た だ し 、 桂川 沿い の 地 区に み られ る商業の 多 くは 材木商で あ っ

た 。 材木業は 昭和 7 年に 至 っ て も下 嵯峨 の 主要産業 で あ っ た が 、 大正 13年

の 時か ら廃業 した もの もあ り、減少傾 向に あ っ た とみ られ る
。 嵐山は 他の

地域 に 比ぺ る と 商業 ・工 業 と もに は るか に 少 ない が 、
こ こ で も名物 商 と い

う天龍寺で も確認で ぎた 土産物商の よ うな観光客を対象 と した と考え られ

る商売が み られ る 。

　以 上 の よ うに 、 昭和 7 年 の 嵯峨 嵐 山で は 寺 院門前 を 中心 と し て 広 範に

商業が分布 し て い た 状況 が確認 で きた 。 そ の 中で も 、 天 龍寺 と嵐山に は そ

れ まで み られ なか っ た観光客を対象 と した 業種が現れ る よ うに な っ て きて

い る 点が注 目され 、 それ は 両地 域が 渡月橋 に 接す る地域 で あ っ た こ と も影

響 して い た と考え られ る 。 ま た 、 工 業 は 嵯峨駅周辺及 び 桂 川沿い に 分布 し

て い た こ と が 分か る 。 桂 川沿 い は 染色 関係 の 業種 、 嵯峨駅 周辺 は 染織関係

や 各種製造業で あ っ た
。

  料理 ・旅館業

　
『電話番号簿』 に お い て 、 料 理 ・旅館業 〔g4）は 嵯峨 ・嵐 山全体 で 大正 13（1924）

年に 13軒 、 昭和 7 （1932）年 に 27軒確 認 で きる 。 嵯峨 ・嵐 山が 含 まれ て い た

そ の 当時の 太秦署管轄区域 （現在の 右京区域）に お け る料理 屋 の 総数は そ れ

ぞ れ 27軒 、 71軒で あ っ た （g5）。 京都市北西部 の 中で 、 嵯峨 ・嵐 山 と い うご

く限 られ た 地域に こ の 業種が 密集 して い た の で ある 。

　料理 ・旅館業は 、 大正 13年 に は 上 嵯峨で は 0 軒、 下 嵯 峨 で は 1 軒 しか み

られず、 天龍寺 と嵐 山だ け で 全体 の ほ ぼ 全 て を 占め て い る 。 特 に 上嵯峨 で

は 18世紀半ぽ か ら江戸時代末 まで 清凉寺門前で 多 くの 旅籠屋 が営 まれ て い

た が 、 そ れ は そ こ が 愛宕神社 へ の 参拝経路上 に あた る と い う地理 的位置 に

あ っ た た め で あ る 。 しか し 、
こ の よ うな江戸 時代 末 ま で 上 嵯峨 で 確認 で き

た 旅籠屋 に類す る業種が 『大 正 13年電話番号簿』 で は 全 く確認 で きな い の

で あ る 。
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　昭和 7 年に な っ て も こ の よ うな傾 向は 変わ らず 、 料理 ・旅館業 の ほ と ん

ど は 天龍寺 と嵐山に 立地 して い た 。 図14を み て も 、 そ の ほ と ん どは 嵐山駅

（嵐山電車軌道）周 辺 と嵐 山北部 、
つ ま り桂川両 岸 に分布 して お り、 嵐山電

車軌道開通や 嵐 山公 園開園な どに よ っ て桂 川両岸 の 環境 が 大 きく変化 した

こ とが天 龍寺・嵐山 へ の 移動を促 した と 考え られ る 。

　また 、 料理 ・旅館業の 大半が 立地す る 天 龍寺 と 嵐山 とを比較す る と 、 大

正 13年に は 嵐山の 料理 ・旅館数が 最 も多か っ た が 、 昭和 7年に な る と天 龍

寺 の 料理 ・旅館 数が 嵐 山 と並 ぶ こ と とな る 。 た だ し、 両者の 異 なる 点 は 、

嵐 山で 4軒 減少 ・ 9 軒増加 、 天 龍寺で 1 軒減少 ・8軒 増加 と い う点で あ り、

そ の 結果 と して 両者の 料理 ・旅館業が 同数 と な っ て い る 点で あ る 。
つ ま り、

嵐山は 料理 旅館業者の 入 れ替わ りが激 しい の に 比 べ
、 天 龍寺で は 出店後は

廃業す る こ とが 少 なか っ た とい うこ とが 分 か る 。 これ は 前述 した 嵐山駅 の

南側に お い て 昭和に 入 っ て か ら開発 が 進ん だ こ と が 影響 した もの と考え ら

れ る。

（4） 小 　　括

　嵯峨 ・嵐山で は 明治30年代以後 、 観 光地 と し て の 環境が整備 されて い っ

た 。 それ は 明治32（1899）年に 地元住民 に よ っ て 嵯 峨 ・嵐 山の 観光地化 の た

め に 嵐山協会を設立 され た こ とや 、 明治末期 に遊 覧を 目的 と した嵐山電車

軌道が 開通 した こ と 、 嵯峨筏繋留所の 完成 ・府立嵐山公園に よ る桂川周辺

の 景観改善な どで ある
。

　 こ の 後 、 大正 期後半〜昭和初期 に か けて 急激 に 人 口が 増加 して い くの で

あ る が 、 こ の 間に 嵯峨 町の 職業構成に も大 きな変化が 見 られ た 。 嵯峨町 は

農村 と して の 側面は 徐々 に 薄れて い き 、 商工 業を主体 と した 地域へ と変貌

し て い っ た の で あ る
。 特に 料理 ・

旅館業に 注 目す る と、近 世に は 上 嵯峨に

多 く立地 して い た が 、 大正期以後は桂川 両 岸に そ の ほ と ん ど が分布 して い

た 。 こ の 業種は 上 記 の よ うな明治期後半以 後に お け る環境の 整備に 応 じて

こ の よ 5な分布をみ せ る よ うに な っ た と考え られ る 。
つ ま り、 現在の 嵯峨 ・

嵐山に お け る観光地 と して の 姿の 前身を大正期 末 に は 確認 で きる の で ある 。

　最後に 、 大正 〜昭和初期 に か けて 増加が著 しか っ た 交通 業 （鉄道関係 の 業
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種や 運 送 ・自動車業な ど）を取上 げ る と 、

『昭和 7年電話番号簿』 に お け る交

通業は 9 軒確認で きる の だ が （そ の 他 の 業種全 19軒 中）、 そ れが 天龍寺だ けに

み られ るの で あ る 。
こ の こ と も桂 川 に 面 した 地域が観光地 と して の 性格 を

有す る よ うに な っ て い っ た こ と を示唆す る もの で あ っ た とい え よ う。

お わ り に

　本稿は 嵯峨 ・嵐山に お け る 近代化を考察す る た め の 準備作業の 中で 得 ら

れた 資料 と若干の 資料的検 討 を通 し て 垣 間見え た近代 嵯峨の 景観や発展過

程を概観 した もの で あ る 。 こ こ で 取 り上 げ た 資料 は 明治時代 の 社 寺地上 地

に 関す る絵図資料 、 地 籍図 、 大正 ・昭和 期の 電話 帳 ・人名録 、 そ して 統計

類 で ある 。 また 、 それ らを通 して 明 らか に なっ た 点、 あ るい は 推定で きる

点は
、 以下の 諸点で あ る 。

　 1 ． 上地 され た 門前地 は
、 大 覚寺門前 の よ うに 屋敷地で か つ 自費で 建 て

　　 られ た 屋敷で あれ ぽそ の 居住者に 下 げ渡され個人の 所有地 と な っ た が 、

　　それ以外の 場合は 、 例え ぽ天龍寺造路町が 昭和前期 まで 山林 の ま まで

　　 あ っ た よ うに 、 直 ち に 新 た な土 地利用 に 転換 して 近代 景観 の 形成 に与

　 　 る と い うこ と は なか っ た 。

　 2 ． 嵯峨 ・嵐山に お け る近代観光産業の 形成は 京都鉄道の 開業を 契機 と

　　 し 、 明治30年代以 降に 進行 した が 、 明治末期の 嵐山電車軌道 の 開業が

　　多大な観光客 ・行楽客 を もた らした 。

　 3 ． 嵐山電車軌道の 開業は 郊外住 宅地 へ の 志向が 強ま る 中で
「会社 員」

　　に 代表され る都市生活者の 流入 を もた ら し
、 大正 期後半か らの 急激 な

　　人 口増加を もた ら した 。

　 4 ，大正期後半か らの 急激 な人 口増加 に よ っ て 、 嵯峨町は 農村的産業構

　　造か ら都市的産業構造 へ と 変化 して い っ た と 考え られ る 。

　 5 ．都市生活者の 流 入 が増大 した こ と だ け で な く、嵯峨 ・
嵐山の 主 要産

　　業に 成長 して い た観光産業は 京都市民 の 観光動向に 直接 に 影響 され る

　　 よ うに な り、 京都市 と へ の 依存度を 強め て い っ た 。

　以上 の よ うに 、 概観 的で は ある が幾つ か の 成果を得た 。 しか し 、 嵯峨 ・
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嵐山の 最大の 観光地 に な っ て い る天 龍寺 と そ の 周辺 地域 に つ い て は 検討が

進ん で い な い
。 ま た 、 住 宅地 化の 実態や 嵯峨 ・嵐山に お け る近代の 観光 ・

行楽の 実態に つ い て も未検討 の 課題 と して 残され て い る 。 した が っ て 、 上

記の 結果 も今後の 検討に よ り修正が 必要に な る こ と もある
。
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